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は
じ
め
に

（
1
）
四
一
五
条
二
項
新
設
に
伴
う
課
題

二
〇
一
七
年
民
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
四
一
五
条
二
項
は
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
填
補
賠
償
に
あ
た
る
「
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠



二
六
六

償
請
求
」（

（
（

が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
を
定
め
て
、
填
補
賠
償
を
め
ぐ
る
改
正
前
の
一
般
的
な
（
判
例
・
学
説
上
の
）
解
釈
を
明
文
化
し

た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
に
は
、
同
条
一
項
の
要
件
に
加
え
、
履
行
不
能
の
発

生
、
確
定
的
履
行
拒
絶
、
解
除
・
解
除
権
発
生
の
い
ず
れ
か
（
以
下
、「
付
加
的
要
件
」
と
呼
ぶ
。）
が
必
要
で
あ
る
。
付
加
的
要
件
が
満
た

さ
れ
る
主
な
ケ
ー
ス
は
、
催
告
期
間
の
設
定
・
同
徒
過
で
あ
る
と
い
え
る（（
（

。
こ
の
よ
う
な
付
加
的
要
件
の
定
め
方
は
、
履
行
に
代
わ
る
損

害
賠
償
よ
り
も
本
来
の
債
務
の
履
行
を
優
先
し
、
履
行
遅
滞
後
も
な
お
履
行
を
行
っ
て
不
履
行
を
解
消
す
る
機
会
を
債
務
者
に
与
え
る
の

が
適
当
で
あ
る
と
の
考
え
（
以
下
、
こ
の
考
え
を
「
履
行
優
先
原
則
」
と
呼
ぶ
。）
に
基
づ
く
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る（（
（

。
ま
た
、
履
行
に
代
わ

る
損
害
賠
償
は
、
履
行
に
「
代
わ
る
」
の
も
の
だ
か
ら
、
履
行
そ
の
も
の
と
は
両
立
し
え
な
い（（
（

。
履
行
が
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
履
行
に
代

わ
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
、
同
賠
償
請
求
に
よ
り
賠
償
金
を
得
た
債
権
者
は
、
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
（
（
（

。そ
う
す
る
と
、
四
一
五
条
二
項
の
新
設
は
、
履
行
優
先
原
則
に
服
し
て
付
加
的
要
件
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
履
行
そ
の
も
の
と
は
両
立

し
え
な
い
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
、
す
な
わ
ち
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
に
あ
た
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、
そ
れ
を
判

断
す
る
基
準
は
ど
の
よ
う
に
立
て
る
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
を
提
出
す
る
も
の
と
い
え
よ
う（（
（

。

（
2
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
損
害
賠
償
種
類
論

筆
者
は
、
そ
の
検
討
の
示
唆
を
、
ド
イ
ツ
民
法
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
表
記
す
る
。）
の
解
釈
論
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
作
業
を

行
っ
て
い
る（（
（

。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
次
の
よ
う
に
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
相
当
す
る
「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
」
を
中
心
と
す
る
三
つ
の
種
類
を
定
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
の
債
権
法
改
正
後
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
二
八
〇
条
以
下
で
、
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
次
の
種
類
を
定
め
る（（
（8
（
（

。
同
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損
害
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田
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条
は
、
ま
ず
、
一
項
で
、「
義
務
違
反
〔Pflichtverletzung

〕」
お
よ
び
債
務
者
の
帰
責
事
由
不
存
在
証
明
が
な
い
こ
と
を
、
債
務
不
履

行
損
害
賠
償
請
求
が
成
立
す
る
た
め
の
、
統
一
的
責
任
要
件
と
し
て
定
め
る（（1
（

。
そ
し
て
一
方
で
、
債
権
者
が
遅
延
損
害

〔V
erzögerungsschaden

〕
の
賠
償
請
求
を
す
る
と
き
は
、
統
一
的
責
任
要
件
に
加
え
て
、
督
促
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
事
由
が
必
要

で
あ
る
と
す
る
（
二
八
〇
条
二
項
・
二
八
六
条
。「
給
付
の
遅
延
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
〔Schadensersatz w

egen V
erzögerung der 

Leistung

〕」。
以
下
、「
遅
延
賠
償
」
と
も
表
記
す
る
。）。
ま
た
他
方
で
、
債
権
者
が
「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
〔Schadensersatz statt 

der Leistung

〕」
を
求
め
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
猶
予
期
間
設
定
〔Fristsetzung

〕・
同
徒
過
を
要
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る

（
二
八
〇
条
三
項
・
二
八
一
条
。
以
下
、
こ
の
要
件
を
「
猶
予
期
間
設
定
要
件
」
と
呼
ぶ
。）（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
遅
延
賠
償
・
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償

が
主
張
さ
れ
る
と
き
は
、
督
促
・
猶
予
期
間
設
定
と
い
う
、
統
一
的
責
任
要
件
に
加
え
て
必
要
と
な
る
要
件
が
加
わ
る
（
以
下
、
こ
れ
も

付
加
的
要
件
と
呼
ぶ
。）。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
で
あ
る
が
、
遅
延
賠
償
に
も
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
も
該
当

し
な
い
も
の
は
、
付
加
的
要
件
を
要
せ
ず
、
統
一
的
責
任
要
件
が
存
す
る
だ
け
で
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
単
純
な
損
害
賠
償

〔einfacher Schadensersatz

〕」
と
呼
ば
れ
、
付
加
的
要
件
を
要
す
る
損
害
賠
償
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、

債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
の
中
で
も
、
三
つ
の
種
類
の
ど
れ
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
、
付
加
的
要
件
を
要
す
る
か
否
か
が
決
ま
る
。

こ
の
う
ち
、
と
く
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
識
別
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
二
〇
〇
一
年
債
権
法
改
正
に
よ
り

債
務
不
履
行
制
度
に
お
い
て
新
た
に
「
履
行
・
追
完
の
優
先
」（
以
下
、
こ
れ
も
履
行
優
先
原
則
と
呼
ぶ
。）
と
そ
れ
に
伴
う
債
務
者
の
履
行

機
会
の
保
障
が
基
本
方
針
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
だ
が
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
い
う
損
害
賠
償
種
類
は
、
ま
さ
に
そ
の
基
本
方
針

を
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
に
よ
っ
て
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（（1
（

。
す
な
わ
ち
、
履
行
優
先
原
則
と
い
う
基
本
方
針
が
妥
当
す
る

場
合
で
あ
る
か
否
か
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
該
当
す
る
か
否
か
で
決
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠



二
六
八

償
は
、
そ
の
請
求
時
か
ら
給
付
請
求
権
を
排
除
す
る
こ
と
が
、
条
文
上
明
記
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
一
条
四
項
）。
す
な
わ
ち
、
給
付

に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
給
付
請
求
権
と
が
両
立
し
え
な
い
こ
と
、
か
つ
、
そ
れ
を
前
提
に
前
者
の
請
求
の
時
点
で
後
者
が
消
滅
す
る
こ
と

が
規
定
上
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
該
当
す
る
場
合
の
識
別
が
重
視
さ
れ
、
遅
延
損
害
賠
償
と
単
純

な
損
害
賠
償
と
を
「
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
〔Schadensersatz neben der Leistung

〕」
と
し
て
一
括
り
に
し
て
、「
給
付
に

代
わ
る
損
害
賠
償
」
と
「
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
」
を
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
の
立
て
方
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い（（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
を
論
じ
る
と
き
は
、
当
該
損
害
賠
償
請
求
が
三
つ
の
種
類
の
ど
れ
に
該

当
す
る
か
、
と
り
わ
け
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
が
あ
り
、
か
つ
、
給
付
そ
の
も
の
と
は
両
立
し
え
な
い
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
他

の
損
害
賠
償
と
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
べ
き
か
、
は
重
要
な
問
題
で
あ
り（（1
（

、
二
〇
〇
一
年
債
権
法
改
正
以
後
活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
上
記
の
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
の
三
つ
の
種
類
は
、「
損
害
種
類
〔Schadensarten

〕」（
（1
（

な
い
し
「
損
害
賠
償
種

類
〔K

ategorien des Schadensersatzes oder Schadensersatzarten

〕」（
（1
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、

債
務
不
履
行
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
損
害
種
類
な
い
し
損
害
賠
償
種
類
の
区
別
の
あ
り
方
・
区
別
基
準
を
め
ぐ
る
議
論
を
、「
損
害
賠

償
種
類
論
」
と
呼
ぶ
。

（
3
）
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
学
説
上
の
三
つ
の
潮
流

多
様
な
見
解
が
議
論
を
た
た
か
わ
せ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
損
害
賠
償
種
類
論
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
三
つ
の
潮
流
が
あ
る
。

多
く
の
論
者
が
基
本
的
な
立
場
と
し
て
い
る
考
え
方
が
、
具
体
的
な
損
害
項
目
が
発
生
し
た
時
期
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
分

類
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
「
時
期
的
区
分
説
」
と
呼
ぶ（（1
（

。
時
期
的
区
分
説
は
、
通
説
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り（（1
（

、
ま
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
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（
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た
、
同
説
か
ら
日
本
法
へ
の
示
唆
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
も
す
で
に
あ
る（（1
（

。
筆
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
時
期
的
区
分
説
の
骨
子
を
ま
と
め

た
。損

害
賠
償
種
類
論
に
お
い
て
、
現
在
、
二
つ
の
説
が
時
期
的
区
分
説
と
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
個
別
の
損
害
項
目
に
つ
い

て
、
時
期
的
区
分
に
よ
ら
な
い
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
理
論
で
あ
り
、Grigoleit

・Riehm

を
代
表
的
論

者
と
し
、「
損
害
現
象
論
〔der schadensphänom

enologische A
nsatz oder schadensphänom

enologische Betrachtung

〕」

を
称
し
て
い
る（（2
（

。
同
説
の
基
本
は
、
二
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
行
う
こ
と
に
あ
る（（2
（

。
す
な
わ
ち
、
害
さ
れ
た
の

が
履
行
利
益
か
完
全
性
利
益
か
の
区
別
と
、
前
者
の
場
合
に
関
し
て
は
、
給
付
の
確
定
的
不
発
生
に
よ
っ
て
履
行
利
益
が
害
さ
れ
た
の

か
、
給
付
の
一
時
的
不
発
生
に
よ
っ
て
履
行
利
益
が
害
さ
れ
た
の
か
の
区
別
が
基
本
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
を
軸
に
、
完
全
性
利
益
侵

害
を
単
純
な
損
害
賠
償
、
給
付
の
一
時
的
不
発
生
に
よ
る
履
行
利
益
の
侵
害
を
遅
延
賠
償
、
給
付
の
確
定
的
不
発
生
に
よ
る
履
行
利
益

（
例
：
転
売
利
益
・
代
替
取
引
費
用
）
の
侵
害
を
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
。

時
期
的
区
分
説
と
損
害
現
象
論
は
、
損
害
賠
償
種
類
の
分
類
方
法
に
関
し
て
は
鋭
く
対
立
す
る
が
、
実
際
に
生
じ
た
具
体
的
な
損
害
項

目
に
つ
い
て
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
行
う
点
は
、
共
通
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る（（2
（

。
こ
の
基
盤
す
ら
共
有
せ
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

さ
ら
に
深
い
レ
ベ
ル
で
時
期
的
区
分
説
・
損
害
現
象
論
と
対
立
す
る
の
が
、Benicke/H

ellw
ig

の
「
統
一
的
損
害
算
定
説
〔einheitliche 

Schadensberechnung

〕」
で
あ
る（（2
（

。
同
説
は
、
そ
も
そ
も
、
賠
償
対
象
性
を
個
別
の
損
害
項
目
ご
と
に
検
討
し
な
い
。
同
説
に
よ
れ

ば
、
債
務
不
履
行
に
お
け
る
賠
償
対
象
は
、
不
履
行
か
ら
生
じ
る
現
実
的
事
実
状
態
と
、
不
履
行
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
想
定
さ
れ
る
仮

定
的
状
態
と
の
差
額
そ
の
も
の
で
あ
る
（
差
額
仮
説
に
よ
る
損
害
算
定
）。
こ
の
損
害
算
定
に
お
い
て
は
、
給
付
の
有
無
に
よ
り
、
仮
定
的

状
態
と
の
比
較
対
象
で
あ
る
現
実
的
事
実
状
態
が
変
わ
る
。
給
付
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
給
付
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
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る
状
態
が
現
実
的
事
実
状
態
で
あ
り
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
じ
る
。
給
付
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
給
付
の
実
現
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
状
態
が
現
実
的
事
実
状
態
で
あ
り
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
じ
る
。
各
損
害
項
目
は
、
ど
ち
ら
の

場
合
で
も
、
賠
償
対
象
で
あ
る
、
現
実
的
事
実
状
態
と
仮
定
的
状
態
の
差
額
を
構
成
す
る
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
。

（
4
）
本
稿
の
作
業
（
時
期
的
区
分
説
の
検
証
）

筆
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
時
期
的
区
分
説
は
、
一
方
で
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
と
い
う
利
点
を
持
っ
て
い
る
が
、
他
方
で
、
同
説
内

で
時
期
的
区
分
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
同
説
内
で
個
別
の
損
害
項
目
の
扱
い
が
一
定
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
明
晰
性
が
削
が
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
、
同
説
と
判
例
と
の
間
に
は
懸
隔
が
あ
る
こ
と
、
同
説
へ
の
批
判
と
し
て
、
同
説
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
の
対
象
に
な
る
の
は
ど
の
損
害
項
目
か
、
す
な
わ
ち
、
履
行
優
先
原
則
が
妥
当
す
る
べ
き
損
害
項
目
は
ど
れ
か
を
示
す
べ
き
損
害
賠
償

種
類
論
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
な
い
と
の
評
価
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
的
区
分
説
の
中
で
も
、Faust

説
・Lorenz

説
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
時
期
的
区
分
を
徹
底
し
な
が
ら
も
、
Ｂ

Ｇ
Ｂ
が
採
用
し
た
履
行
優
先
原
則
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
種
類
以
外
の
枠
組
で
配
慮
す
る
こ
と
を
、
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
最
大

の
個
別
テ
ー
マ
で
あ
る
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
即
し
て
、
試
み
て
い
る
。
こ
の
試
み
に
よ
り
、
一
方
で
時
期
的
区
分
説
の

基
準
と
し
て
の
明
晰
性
が
保
持
さ
れ
、
他
方
で
、
履
行
優
先
原
則
が
、
損
害
賠
償
種
類
を
用
い
ず
に
無
理
な
く
尊
重
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同

説
は
、
他
説
に
な
い
明
晰
性
が
あ
る
分
、
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
本
稿
は
、
時
期
的
区
分
説
に
立
っ
た
早
期
代
替
取
引
費
用
を
め
ぐ
る
解
釈
論
を
、Faust

説
・Lorenz

説
を
中
心
に
跡
づ
け
て
、
検
証
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
前
稿
の
関
心
内
容
を
引
き
継
い
で
、
損
害
賠
償
種
類
論
と
し
て
の
時
期
的
区
分
説

の
理
論
的
・
実
質
的
妥
当
性
を
、
批
判
的
に
検
証
す
る
。
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

ま
た
、
前
稿
で
も
紹
介
し
た
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
と
表
記
す
る
。）
は
、
す
で
に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件

判
決
と
呼
ば
れ
る
判
決
（BGH

Z 197, 357

（2013.7.3

））
に
お
い
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
つ
い
て
判
断
を
し
て
い
る（（2
（

。

同
判
決
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
、
関
連
の
諸
見
解
を
多
数
引
用
・
検
討
し
な
が

ら
、
同
費
用
の
問
題
に
つ
い
て
も
時
期
的
区
分
を
徹
底
す
るFaust

説
・Lorenz

説
を
明
確
に
斥
け
て
、
同
費
用
は
、
常
に
、
給
付
に

代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
。
同
判
決
は
、
損
害
賠
償
種
類
論
・
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
問
題
に
と
っ

て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
詳
し
い
分
析
を
施
し
て
そ
の
意
義
を
考
え
る
。

（
5
）
本
稿
の
構
成

以
上
の
関
心
と
目
的
設
定
を
受
け
て
、
本
稿
は
、
次
の
構
成
を
と
る
。

ま
ず
、
検
討
の
前
提
と
し
て
、
前
稿
で
骨
子
を
ま
と
め
た
時
期
的
区
分
説
の
概
要
を
示
し
、
同
説
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
上
で
格
好
の

素
材
を
提
供
す
る
早
期
代
替
取
引
費
用
の
定
義
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
時
期
的
区
分
説
に
立
つ
各
見
解
の
、
同
費
用
を
め
ぐ
る
解
釈
論

を
詳
細
に
跡
づ
け
る
。
そ
の
中
で
も
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
問
題
に
お
い
て
も
時
期
的
区
分
を
徹
底
す
るFaust

説
・Lorenz

説

の
分
析
に
力
を
入
れ
る
。
そ
の
他
、
時
期
的
区
分
説
の
中
で
も
独
自
の
立
場
を
示
すGsell

説
や
同
費
用
に
関
し
て
は
時
期
的
区
分
を
行

わ
な
い
見
解
も
取
り
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
時
期
的
区
分
説
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
の
を
受
け
て
、
同
説
に
対
す
る
他
説
か
ら

の
批
判
を
ま
と
め
る
。
そ
こ
で
は
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
関
す
る
解
釈
に
対
す
る
批
判
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
点
の
指
摘
も
含

め
て
、
幅
広
く
指
摘
を
拾
う
。
そ
し
て
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
検
討
結

果
を
踏
ま
え
て
、
損
害
賠
償
種
類
論
と
し
て
の
時
期
的
区
分
説
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
。
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Ⅱ 

時
期
的
区
分
説
の
概
要
・
早
期
代
替
取
引
費
用
の
定
義

（
1
）
時
期
的
区
分
説
の
概
要（（2
（

時
期
的
区
分
説
の
基
本
は
、
損
害
項
目
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
、
当
該
損
害
項
目
と
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
前
後
関
係
を
基
準

と
し
て
決
め
る
こ
と
（
以
下
、
こ
の
処
理
を
「
時
期
的
区
分
」
と
呼
ぶ
。）
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
説
は
、
原
則
と
し
て
、
給
付
請
求
権
消

滅
時
よ
り
前
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
に
、
同
時
点
よ
り
後
に
生
じ
た
損
害
を
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
に
位
置
づ
け
る（（2
（

。
給
付
請
求
権
が
消
滅
す
る
の
は
、
不
能
・
不
能
に
準
ず
る
事
由
発
生
を
除
け
ば
、
契
約
解
除
時
ま
た
は
給
付
に
代
わ

る
損
害
賠
償
の
請
求
時
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
一
条
四
項
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
除
権
行
使
・
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
の
時
点
よ

り
前
に
生
じ
た
損
害
項
目
の
賠
償
は
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
と
な
り
、
同
時
点
よ
り
後
に
生
じ
た
損
害
項
目
の
賠
償
は
、
給
付
に

代
わ
る
損
害
賠
償
と
な
る
。

こ
の
定
式
に
よ
れ
ば
、
損
害
項
目
と
し
て
は
同
じ
も
の
で
も
、
発
生
時
期
に
応
じ
て
異
な
る
損
害
賠
償
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
判
例
も

認
め
る
例
を
挙
げ
れ
ば
、
利
用
喪
失
損
害
・
経
営
喪
失
損
害
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
前
に
生
じ
て
い
れ
ば
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
給
付
請
求
権
消
滅
後
に
生
じ
て
い
れ
ば
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
時
期
的
区
分
説
の
各
論
者
が
、
全
て
の
損
害
項
目
に
つ
い
て
、
一
律
に
時
期
的
区
分
に
よ
る
分
類
を
行
う
わ
け
で
は
な

い
。
実
は
、
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
異
論
が
な
い
の
は
、
転
売
利
益
・
経
営
喪
失
損
害
・
利
用
利
益
喪
失
だ
け
で
あ
り
、
諸
見

解
は
、
時
期
的
区
分
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
損
害
項
目
の
中
に
は
、
同
区
分
に
よ
ら
ず
に
位
置
づ
け
が
決
ま
る
も
の
も
あ
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
完
全
性
利
益
侵
害
に
つ
い
て
は
、
時
期
的
区
分
を
用
い
る
見
解
が
あ
る
一
方
で
、
多
く
の
見
解
は
、
給
付
と
並
存



二
七
三

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

す
る
損
害
賠
償
（
単
純
な
損
害
賠
償
）
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
損
害
賠
償
種
類
が
最
も
活
発
に
論
じ
ら
れ
る
代
替
取
引
費
用
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
諸
説
入
り
乱
れ
錯
綜
し
た
議
論
状
況
に
あ
る
。

時
期
的
区
分
説
は
、Faust

・Lorenz

を
代
表
的
論
者
と
し
、
多
数
の
見
解
の
立
場
で
あ
る
。
同
説
の
利
点
に
関
し
て
は
、
と
く
に

Lorenz

説
が
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
・
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
明
晰
な
区
別
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調
す
る（（2
（

。

同
説
で
は
、
当
該
損
害
項
目
の
発
生
時
と
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
前
後
と
い
う
機
械
的
な
基
準
で
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
が
行
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
分
類
へ
の
位
置
づ
け
（
位
置
づ
け
の
重
複
）
は
排
除
さ
れ
、
ま
た
、
基
準
の
適
用
の
際
、
概
念
操

作
・
価
値
判
断
が
入
り
こ
む
余
地
も
な
い
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
単
純
か
つ
機
械
的
な
基
準
に
よ
ら
ず
に
損
害
項
目
に
つ

い
て
損
害
賠
償
種
類
の
分
類
を
行
お
う
と
す
る
と
、
当
該
損
害
項
目
が
「
給
付
に
代
わ
る
」
も
の
か
そ
う
で
な
い
か
を
、
損
害
項
目
の
内

容
・
性
質
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
の
作
業
に
伴
い
、「
損
害
項
目
の
内
容
・
性
質
」
を
め
ぐ
る
概
念
志
向
的

な
解
釈
論
争
が
起
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
時
期
的
区
分
と
い
う
機
械
的
な
基
準
を
用
い
れ
ば
、
概
念
志
向
的
な
解
釈
論

争
を
封
じ
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（（2
（

。

（
2
）
早
期
代
替
取
引
費
用
の
定
義

「
代
替
取
引
〔D
eckungsgeschäft

〕」
と
は
、
債
権
者
が
「
も
と
も
と
は
債
務
者
か
ら
取
得
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
も
の
を
、
第
三
者

か
ら
取
得
す
る
た
め
に
、
そ
の
第
三
者
と
の
間
で
行
う
」
取
引
で
あ
り（（2
（

、
よ
り
端
的
に
は
「
契
約
の
経
済
的
目
的
を
、
代
わ
り
の
取
引
で

達
成
す
る
こ
と
」（

（3
（

で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
、
売
買
に
お
い
て
売
主
が
目
的
物
（
例
え
ば
車
両
用
燃
料
）
を
履
行
期
に
な
っ
て
も
渡
さ
な
い
と

き
に
、
買
主
が
、
売
主
と
は
別
の
者
か
ら
、
同
種
の
目
的
物
を
調
達
す
る
取
引
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
、
債
権
者
が
、
代
替
取
引
に
よ
っ

て
、
債
務
者
が
適
切
に
履
行
し
て
い
れ
ば
負
担
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
費
用
を
負
担
す
る
と
き
は
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
か
ら
例
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を
挙
げ
れ
ば
、
買
主
が
車
両
用
燃
料
に
つ
い
て
代
替
取
引
を
し
た
と
こ
ろ
、
売
主
と
の
契
約
に
お
け
る
元
の
売
買
代
金
よ
り
も
高
額
の
購
入
代
金
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
差
額
が
こ
の
費
用
に
あ
た
る
。）、
債
権
者
が
、
そ
の
費
用
を
、
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り

う
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
費
用
の
こ
と
を
、「
代
替
取
引
費
用
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
代
替
取
引
が
、
不
履
行
を
し
て
い
る
債
務
者
に
対
す
る

給
付
請
求
権
が
い
ま
だ
存
続
し
て
い
る
時
点
（
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
・
解
除
権
行
使
よ
り
前
の
時
点
）
で
行
わ
れ
る
場
合
、
と
く
に

尚
早
な
〔verfrüht oder vorzeitig

〕
代
替
取
引
と
呼
ば
れ
て
い
る（（3
（

（
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
「
早
期
代
替
取
引
」
と
呼
ぶ
。）。
債
務
者

に
対
す
る
給
付
請
求
権
が
存
続
し
て
い
る
間
は
、
債
権
者
は
、
ま
ず
は
そ
の
履
行
に
よ
る
給
付
の
実
現
を
求
め
て
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

れ
を
待
た
ず
に
代
替
取
引
を
す
る
こ
と
は
、「
尚
早
で
あ
る
」「
早
す
ぎ
る
」
と
の
評
価
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

前
提
と
し
て
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
早
期
代
替
取
引
後
、
猶
予
期
間
経
過
が
あ
り
、
債
務
者
が
さ
ら
に
不
履
行
を

続
け
る
場
合
に
お
い
て
、
契
約
目
的
物
の
損
害
賠
償
請
求
時
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
債
権
者

は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
時
の
市
場
価
格
を
基
準
に
算
定
す
る
賠
償
額
を
求
め
る
（
抽
象
的
損
害
算
定
）
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
こ
と
で
あ
る（（3
（3
（3
（

。
こ
れ
は
、
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
の
が
、
猶
予
期
間
経
過
の
前
か
後
か
を
問
わ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
が
実
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
早
期
代
替
取
引
の
価
格
が
、
損
害
賠
償
請
求
時

の
当
該
給
付
の
市
場
価
格
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
あ
る
。

な
お
、
早
期
代
替
取
引
が
履
行
不
能
を
も
た
ら
す
場
合
は
、
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
大
変
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
性
ゆ
え
に
本

格
的
検
討
に
は
相
応
の
準
備
を
要
す
る
の
で
、
今
回
は
論
じ
な
い（（3
（

。
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Ⅲ 

早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
め
ぐ
る
時
期
的
区
分
説
の
議
論

先
に
述
べ
た
構
成
に
則
り
、
時
期
的
区
分
説
に
立
つ
各
見
解
の
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
め
ぐ
る
解
釈
論
を
詳
述
す

る
。は

じ
め
に
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
つ
い
て
も
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
る
、Faust

説
・Lorenz

説
を
論
じ
、
そ
の
次
に
時

期
的
区
分
説
の
中
で
も
独
自
性
の
際
立
つGsell

説
を
取
り
上
げ
、
最
後
に
、
時
期
的
区
分
説
に
立
ち
な
が
ら
、
同
費
用
の
問
題
で
は
、

時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
な
い
見
解
を
整
理
す
る
。

1　

Faust

説

（
1
）
時
期
的
区
分
の
貫
徹

Faust

は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
中
で
も
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
生
じ
る
そ
れ
を
主
に
念
頭
に
お
き
、
そ
の
賠
償
対
象
性
を
論
じ
る
。

Faust

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
お
い
て
時
期
的
区
分
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る（（3
（

。
し
た
が
っ
て
、Faust

説
で
は
、
給
付
請

求
権
消
滅
時
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
早
期
代
替
取
引
に
よ
る
費
用
は
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
（
そ
の
中
の
遅
延
賠
償
）
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
、
給
付
遅
延
は
す
で
に
実
際
に
生
じ
て
お
り
、
給
付
遅
延
が
な
け
れ
ば
早
期
代
替
取
引

も
行
わ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
遅
延
と
い
う
義
務
違
反
と
早
期
代
替
取
引
費
用
の
発
生
の
間
に
は
、
そ
の
意
味
で
は
因
果
関
係
が
あ

る
た
め
、
そ
の
点
だ
け
を
み
れ
ば
、
遅
延
に
関
す
る
帰
責
事
由
不
存
在
の
証
明
に
債
務
者
が
成
功
し
な
い
限
り
、
遅
延
損
害
賠
償
請
求
権
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の
成
立
要
件
は
み
た
さ
れ
て
し
ま
う
。

（
2
）
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
原
則
的
否
定

し
か
し
な
が
ら
、Faust

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
、
原
則
と
し
て
否
定
す
る
。
そ
の
法
律
構
成
は
、
二
八
〇
条

以
下
の
規
定
の
価
値
判
断
を
踏
ま
え
た
、
共
働
過
失
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
は
、
二
八
〇
条
以
下
（
と
く
に
二
八
一
条
）
の
規
定
に

よ
り
、
債
権
者
が
代
替
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
（
解
除
意
思
表
示
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
ま
た

は
不
能
発
生
。）
以
後
で
あ
る
と
い
う
決
断
を
し
た
の
で
あ
る
。
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
こ
の
価
値
判
断

を
潜
脱
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
許
さ
れ
な
い（（3
（

。
そ
の
実
質
的
な
理
由
と
し
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
認
め
る
と
、
債
権

者
は
、
債
務
者
の
費
用
に
お
い
て
不
当
な
投
機
的
行
動
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
も
挙
げ
う
る（（3
（

。
こ
の
結
論
を
支
え
る
法
律
構
成
と
し
て

は
、
共
働
過
失
（
二
五
四
条
）
が
適
切
で
あ
る
、
と
い
う（（3
（3
（3
（

。

た
だ
し
、
早
期
代
替
取
引
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
る
遅
延
損
害
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
上
回
る
と
き
に
は
、
例
外
的
に
、
債
権
者
の
共

働
過
失
は
否
定
さ
れ
同
費
用
は
遅
延
損
害
賠
償
と
し
て
賠
償
対
象
と
な
る
。

（
3
）Faust

説
に
固
有
の
問
題
点

Faust

説
は
、
と
く
に
、
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
も
否
定
す
る
点
で
、
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。
同
説
で
は
、
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
請
求
を
す
る
た
め
に
は
、
債
権
者
は
、
代
替
取
引
を
す
る
前
に
、
い
っ
た
ん
、
給
付
に
代
わ

る
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
そ
の
後
、
代
替
取
引
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、
第
一
に
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
付
に
代

わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
の
後
、
債
権
者
が
代
替
取
引
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
成
功
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
も
は
や
給
付
請
求
権
に
戻

れ
な
く
な
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
る（（4
（

。
第
二
に
、
代
替
取
引
を
す
る
前
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
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す
る
と
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
の
時
点
で
は
賠
償
額
（
代
替
取
引
費
用
額
）
が
確
定
で
き
ず
、
そ
の
請
求
の
後
に
代
替
取
引
を

し
て
は
じ
め
て
そ
れ
が
確
定
す
る
と
い
う
点
も
不
都
合
で
あ
る（（4
（

。

2　
Lorenz

説

（
1
）
時
期
的
区
分
の
貫
徹

Lorenz

説
も
、
時
期
的
区
分
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
よ
り
前
に
生
じ
た
早
期
代
替
取
引
に
よ
る
費
用
は
、
給
付

と
並
存
す
る
損
害
賠
償
（
遅
延
賠
償
）
に
位
置
づ
け
る（（4
（

。
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
、
給
付
遅
延
は
す
で
に
起
き
て
お
り
、
給
付

遅
延
が
な
け
れ
ば
早
期
代
替
取
引
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
遅
延
賠
償
の
成
立
要
件
は
充
足

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、Lorenz
説
に
お
い
て
も
、Faust

説
と
同
様
に
、
仮
に
早
期
代
替
取
引
費
用
の
遅
延
損
害
賠
償
と
し
て
の

賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
法
律
構
成
が
必
要
と
な
る
。

（
2
）
履
行
優
先
原
則
を
尊
重
す
る
必
要
性

ま
ず
、Lorenz

説
は
、
実
質
的
価
値
判
断
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
猶
予
期
間
設
定
の
仕
組
み
を
採
用
す
る
こ
と
で
債
務
者
の
履
行
機
会

を
保
障
し
よ
う
と
し
た
点
を
重
視
し
、
こ
の
基
本
思
想
に
よ
れ
ば
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
債
務
者
に
押
し
つ
け
う
る
債
権
者
の
権
利
を

認
め
る
べ
き
で
な
い
、
と
す
る（（4
（

。

次
に
、
こ
の
価
値
判
断
に
立
つ
な
ら
ば
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
た
め
の
法
律
構
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。Lorenz

説
は
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
つ
い
て
、
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
の
が
猶
予
期
間
経
過
時
点
の
前
で
あ
る
か
後

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
場
合
分
け
を
行
う
。
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（
3
）
猶
予
期
間
経
過
前
の
早
期
代
替
取
引

Lorenz

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
、
遅
延
賠
償
と
し
て
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
、
因
果
関
係
理
論

を
応
用
す
る（（4
（

。

債
務
者
の
義
務
違
反
（
遅
延
）
と
損
害
（
早
期
代
替
取
引
費
用
）
の
相
当
因
果
関
係
は
否
定
で
き
な
い
が
、
早
期
代
替
取
引
費
用
と
い
う

損
害
は
、
義
務
違
反
か
ら
直
接
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
債
権
者
の
行
為
（
代
替
取
引
の
実
行
）
が
介
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
損
害
賠
償
法
上
の
「
誘
発
事
例
〔H

erausforderungsfall

〕」（
心
理
的
に
媒
介
さ
れ
る
因
果
関
係
の
事
例
）
に
あ
た
る
。
被
害
者
の
行

為
が
介
在
す
る
場
合
は
、
単
な
る
相
当
因
果
関
係
だ
け
で
は
加
害
者
へ
の
帰
責
は
認
め
ら
れ
ず
、
価
値
判
断
を
交
え
た
因
果
関
係
論
の
修

正
が
必
要
で
あ
る
。
被
害
者
が
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
た
損
害
を
加
害
者
に
帰
責
す
る
た
め
に
は
、「
当
該
反
応
を
す
る
よ
う

に
被
害
者
が
い
ざ
な
わ
れ
た
の
に
無
理
は
な
く
〔sich herausgefordert fühlen dürfen

〕、
正
当
で
あ
る
と
い
え
る
と
き
」（
誘
発

〔H
erausforderung

〕
に
あ
た
る
と
き
。）
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

猶
予
期
間
経
過
前
は
、
債
務
者
が
給
付
を
提
供
し
て
き
た
ら
債
権
者
は
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
債
権
者
に
は
、
代
替

取
引
を
す
る
こ
と
へ
の
正
当
な
誘
因
が
存
せ
ず
（
誘
発
は
認
め
ら
れ
ず
）、
原
則
と
し
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
債
務
者
へ
の
帰
責
は
否

定
さ
れ
る
。

た
だ
し
、Faust

説
と
同
様
に
、
早
期
代
替
取
引
に
よ
っ
て
回
避
で
き
る
遅
延
損
害
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
上
回
る
場
合
は
、
例
外

的
に
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
肯
定
す
る（（4
（

。
債
権
者
は
、
こ
の
場
合
、
早
期
代
替
取
引
を
行
わ
な
い
と
、
後
に
遅
延
損
害
の
賠
償
請
求
を

す
る
と
き
に
、
早
期
代
替
取
引
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
遅
延
損
害
金
が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
共
働
過
失
（
二
五
四

条
二
項
）
を
問
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
早
期
代
替
取
引
を
す
る
よ
う
い
ざ
な
わ
れ
た
の
に
無
理
は
な
い
と
い
え
る
（
誘
発
が
認
め
ら
れ
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る
）、
と
い
う
法
律
構
成
に
よ
る
。

（
4
）
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引

Lorenz
説
は
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
行
わ
れ
た
早
期
代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
法
律
構
成
に
よ
り
、
遅
延
損
害
賠
償
と
し

て
賠
償
対
象
性
を
肯
定
す
る（（4
（

。
猶
予
期
間
経
過
後
は
、
債
権
者
は
、
解
除
ま
た
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
が
で
き
る
の
だ
か

ら
、
給
付
を
行
う
債
務
者
の
権
利
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
は
、
債
務
者
に
帰
責
す
る
に
足
る
因
果
関
係
が
存
す
る
（
誘

発
が
認
め
ら
れ
る
）、
と
い
う
。

Lorenz

説
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
肯
定
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
否
定
す

る
と
放
置
で
き
な
い
問
題
を
伴
う
こ
と
も
指
摘
す
る（（4
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
と
、
債
権
者
は
、
代
替
取
引
が
実
現

す
る
か
ど
う
か
・
そ
の
具
体
的
額
は
い
く
ら
か
が
確
実
で
な
い
時
点
で
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ス

ク
が
あ
る
。
ま
た
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
の
後
、
債
権
者
が
代
替
取
引
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
成
功
し
な
か
っ
た
と
き

は
、
も
は
や
給
付
請
求
権
に
戻
れ
な
く
な
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
る
。
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
肯
定

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
回
避
で
き
る
、
と
い
う
。

（
5
）Lorenz

説
に
固
有
の
問
題
点

こ
の
よ
う
にLorenz

説
は
、
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
認
め
る
が
、
こ
れ
を
給
付
と
並
存
す
る
損

害
賠
償
（
遅
延
賠
償
）
に
位
置
づ
け
る
の
で
、
同
費
用
の
賠
償
請
求
を
行
っ
て
も
、
別
途
、
給
付
請
求
ま
た
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
債
権
者
が
過
剰
填
補
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
（
後
述
）。



二
八
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3　

Gsell

説

（
1
）
給
付
請
求
権
消
滅
時
に
お
け
る
損
害
の
填
補
可
能
性
の
確
定

Gsell

説
は
、
時
期
的
区
分
説
へ
の
強
い
支
持
を
表
明
し
な
が
ら
も
、
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
損
害
の
発
生
・

損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
・
賠
償
対
象
性
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
（
契
約
目
的
物
）
の
市
場
価
格
が
分
か
る
ま
で
は
確
定

し
な
い
と
す
る
見
解
を
打
ち
出
す
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
、
場
合
に
応
じ
て
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
で
あ
る
こ
と

も
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
も
そ
も
損
害
で
す
ら
な
い
こ
と
も
あ
る（（4
（

。
同
説
は
、
生
じ
た
損

害
項
目
が
「
回
避
不
可
能
・
填
補
不
可
能
」
か
は
、
給
付
請
求
権
の
消
滅
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
判
明
す
る
ま
で
は
決
ま
ら
な
い
、
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
猶
予
期
間
経
過
前
の
早
期
代
替
取
引

Gsell

説
で
は
、
猶
予
期
間
経
過
前
に
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
後
に
給
付
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
給
付
時
の
給
付
（
契
約
目
的

物
）
の
市
場
価
格
が
代
替
取
引
価
格
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
、
賠
償
対
象
性
は
否
定
さ
れ
る
。
早
期
代
替
取
引
費
用
は
、
給
付
に
よ
っ
て
填

補
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
損
害
は
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

後
に
給
付
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
給
付
請
求
権
が
消
滅
し
た
場
合
で
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用

を
上
回
っ
て
い
れ
ば
、
同
費
用
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
。
給
付
請
求
権
消
滅
時
に
給
付
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ

の
時
点
で
給
付
が
有
し
て
い
た
市
場
価
格
相
当
分
の
利
益
が
、
債
権
者
に
生
じ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る（（4
（

。

給
付
請
求
権
消
滅
時（（5
（

の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
下
回
っ
て
い
れ
ば
、
遅
延
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
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八
一

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

し
、
共
働
過
失
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
五
四
条
）
を
理
由
と
し
て
、
賠
償
対
象
性
を
原
則
と
し
て
否
定
す
る（（5
（

。
そ
の
実
質
的
理
由
は
、Faust

説
・

Lorenz

説
と
同
様
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
、
猶
予
期
間
中
に
は
債
務
者
に
履
行
の
権
限
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
早
期
代
替
取
引
が
、
利
用
喪
失
損
害
の
発
生
な
ど
の
遅
延
損
害
の
実
際
の
発
生
を
防
止
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
範
囲
に
応
じ
て
債

権
者
は
、
共
働
過
失
を
問
わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
は
、
そ
の
範
囲
で
賠
償
請
求
が
で
き
る（（5
（

。

（
3
）
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引

早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
の
が
、
猶
予
期
間
経
過
後
で
あ
る
場
合
で
も
、
後
に
給
付
が
行
わ
れ
る
と
き
に
、
給
付
時
の
給
付
の
市
場

価
格
が
早
期
代
替
取
引
価
格
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
先
と
同
じ
理
由
（
損
害
不
発
生
）
に
よ
り
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象

性
は
否
定
さ
れ
る（（5
（

。
た
だ
し
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
債
務
者
が
弁
済
の
提
供
を
す
る
と
き
に
は
、
債
権
者
に
は
、
受
領
拒
絶
権
が
あ
る
と

す
る（（5
（

。
し
た
が
っ
て
、
給
付
が
生
じ
る
の
は
、
債
権
者
が
自
ら
の
判
断
で
受
領
し
た
と
き
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
場
合
で
、
給
付
が
行
わ
れ
な
い
と
き（（5
（

は
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
上
回
っ
て
い
れ

ば
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
は
肯
定
さ
れ
る（（5
（

。

後
に
給
付
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
給
付
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
同
費
用
は
、

遅
延
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
賠
償
対
象
性
が
認
め
ら
れ
る
。
猶
予
期
間
経
過
前
の
早
期
代
替
取
引
と
は
異
な
り
、
債
権
者
は
共

働
過
失
を
問
わ
れ
な
い（（5
（5
（5
（

。

後
に
給
付
が
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
給
付
請
求
権
が
消
滅
し
た
際
の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を

下
回
っ
て
い
る
と
き
も
、
同
費
用
は
、
遅
延
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
賠
償
対
象
性
が
認
め
ら
れ
る（（5
（

。



二
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4　

時
期
的
区
分
説
の
そ
の
他
の
見
解

上
述
の
よ
う
に
、
代
替
取
引
費
用
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
は
、Faust

説
・Lorenz

説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
発
生
時
期
に
よ
っ
て

変
わ
り
、Gsell
説
に
よ
れ
ば
、
給
付
請
求
権
消
滅
前
の
給
付
（
契
約
目
的
物
）
の
市
場
価
格
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
の
論
者
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
時
期
的
区
分
説
に
立
ち
な
が
ら
も
、
代
替
取
引
費
用
を
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ

け
る
見
解
も
あ
る
。

K
aiser

説
は
、
不
履
行
に
よ
る
逸
失
利
益
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
中
で
、
時
期
的
区
分
説
の
立
場
を
示
し
つ
つ（（6
（

、

代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
の
み
請
求
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
債
権
者
は
、

こ
の
と
き
は
、
給
付
の
遅
延
を
理
由
と
す
る
随
伴
的
損
害
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
契
約
上
の
給
付
の
不
発
生
を
理
由
と
す
る
損

害
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う（（6
（

。
し
か
し
、
代
替
取
引
費
用
が
「
契
約
上
の
給
付
の
不
発
生
を
理
由
と
す
る
損
害
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
後
に
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
と
き
は
無
理
な
く
妥
当
す
る
が
、
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
と
き

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
早
期
代
替
取
引
も
、
債
務
者
の
不
履
行
（
遅
滞
・
不
完
全
履
行
）
を
受
け
て
債
権
者
が
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

同
取
引
の
費
用
は
、
遅
延
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る（（6
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、K

aiser

説

は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
生
じ
た
も
の
も
含
め
て
、
明
確
に
否
定
し
つ
つ
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
給
付
請
求
権
を
維
持
す
る
債
権
者
は
自
ら
も
契
約
に
誠
実
に
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
だ
け
で
あ
っ
て（（6
（

、Faust

説
・

Lorenz

説
と
は
対
照
的
に
、
掘
り
下
げ
て
い
な
い
。

Ernst

説
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
給
付
に
よ
る
損
害
を
め
ぐ
っ
て
損
害
賠
償
種
類
を
論
じ
る
中
で
、
一
般
的
に
は
、
時
期
的
区
分
説
を
支
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三

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

持
し
、
同
じ
損
害
項
目
で
も
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
後
に
生
じ
た
も
の
の
み
が
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
時
点

よ
り
前
に
生
じ
た
も
の
は
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
と
論
じ
る（（6
（

。
そ
う
す
る
と
、
代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
も
、
そ

の
発
生
時
期
に
よ
っ
て
振
分
け
先
の
損
害
賠
償
種
類
が
決
ま
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
代
替
取
引
費
用
は
、「
債
権
者
が
給
付
に

代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
る
時
点
か
ら
、
は
じ
め
て
、
賠
償
対
象
と
な
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
遅
延
賠
償
を
受
け
う
る

権
利
は
、
通
常
は
、
代
替
取
引
に
及
ば
な
い
。」
と
し（（6
（

、
ま
た
、「
原
則
と
し
て
、
債
権
者
は
、
遅
滞
の
間
に
、
債
務
者
以
外
か
ら
調
達
を

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
を
、
二
八
〇
条
一
項
・
二
項
、
二
八
六
条
に
よ
っ
て
、
遅
延
損
害
と
し
て
、
請
求
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
代
替
取
引
費
用
は
、
通
常
、「
純
粋
な
不
履
行
損
害
」
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
同
費
用
は
、
常
に
、
給
付
に
代
わ
る
損
害

賠
償
に
あ
た
る
と
す
る（（6
（

。
た
だ
し
、
次
の
例
外
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、「
二
五
四
条
二
項
か
ら
生
じ
る
損
害
軽
減
義
務
に
鑑
み
る
と
、

債
権
者
は
、
危
惧
さ
れ
る
遅
延
損
害
が
代
替
取
引
費
用
よ
り
大
き
い
と
き
は
、
例
外
的
に
、
二
八
〇
条
一
項
・
二
項
、
二
八
六
条
一
項
に

よ
っ
て
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
（
た
と
え
ば
、
代
替
取
引
費
用
）
を
、
二
八
一
条
と
は
独
立
し
て
、
請
求
で
き
る
。」

5　

時
期
的
区
分
説
に
お
け
る
早
期
代
替
取
引
費
用
を
め
ぐ
る
論
議
の
小
括

時
期
的
区
分
説
に
お
け
る
早
期
代
替
取
引
費
用
を
め
ぐ
る
見
解
は
、
ま
ず
、
同
費
用
は
、
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
考
え
る
か
、
ま
た
は
、
同
費
用
が
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
る
か
の
点
に
お
い
て

分
か
れ
る
。

早
期
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
代
替
取
引
費
用
を
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
の
が
、K

aiser

説
・Ernst

説
で
あ

る
。K

aiser

説
・Ernst

説
は
、
代
替
取
引
費
用
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
事
実
上
、
時
期
的
区
分
を
放
棄
し
て
い
る（（6
（

。
し
か
し
、
そ
れ
が



二
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四

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
（
な
ぜ
代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
は
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
な
い
の
か
）
は
判
然
と
し
な
い
。

Faust

説
・Lorenz

説
は
、
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
（
遅
延
賠
償
）
に
、
給
付

請
求
権
消
滅
後
に
生
じ
る
代
替
取
引
費
用
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
。
両
説
と
も
、
早
期
代
替
取
引
は
、
債
務
者
の
不

履
行
を
理
由
と
し
て
債
権
者
が
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
の
義
務
違
反
と
損
害
発
生
（
早
期
代
替
取
引
費
用
の
発
生
）
と
義
務
違
反

の
相
当
因
果
関
係
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
点
だ
け
を
み
れ
ば
、
遅
延
損
害
賠
償
請
求
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
率
直
に
認
め
る
。
し
か
し
、
こ
の
賠
償
対
象
性
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
債
権
者
が
、
猶
予
期
間
経
過
前
に
代
替
取
引
を
行
っ
て
も
、

ま
た
、
そ
も
そ
も
猶
予
期
間
設
定
自
体
を
怠
っ
て
も
、
早
期
代
替
取
引
が
債
務
者
の
給
付
遅
延
後
に
行
わ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
費
用
の

賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
採
用
し
た
履
行
優
先
原
則
と
い
う
価
値
判
断
に
反
す
る
。
そ
こ

で
、
両
説
と
も
、
結
論
に
お
い
て
、
猶
予
期
間
経
過
前
に
行
わ
れ
る
代
替
取
引
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
賠
償
対
象
性
を
否
定

す
る
。
遅
延
損
害
賠
償
請
求
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
し
か
し
、
結
論
に
お
い
て
早
期
代
替
取
引

費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
理
論
的
手
当
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
法
律
構
成
が
、Faust

説
で
は
共
働
過
失

で
あ
り
、Lorenz

説
で
は
、
因
果
関
係
理
論
の
応
用
（
帰
責
を
認
め
る
に
足
る
因
果
関
係
の
否
定
と
い
う
構
成
）
で
あ
っ
た
。

Gsell

説
で
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
（
契
約
目
的
物
）
の
市
場
価
格
に
応
じ
て
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
が
決
ま
る
。

給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
代
替
取
引
価
格
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
賠
償
請
求
が

認
め
ら
れ
る
。
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
代
替
取
引
価
格
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
遅
延
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
の
が
猶
予
期
間
経
過
前
で
あ
っ
た
と
き
は
、Faust

説
と
同
様
に
、
共
働
過
失
を
理

由
と
し
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
。
逆
に
、
代
替
取
引
が
猶
予
期
間
経
過
後
に
行
わ
れ
た
と
き
は
、
早
期
代



二
八
五

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

替
取
引
費
用
は
、
遅
延
賠
償
と
し
て
賠
償
対
象
性
が
認
め
ら
れ
る
。

6　

議
論
状
況
の
混
迷

以
上
の
整
理
・
分
析
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
時
期
的
区
分
説
の
中
で
も
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
扱
い
に
つ
い
て
は
多
様
な
見
解
が
入

り
乱
れ
、
議
論
状
況
は
混
迷
を
極
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

時
期
的
区
分
説
の
利
点
は
、
損
害
項
目
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
が
、
当
該
損
害
項
目
の
発
生
時
期
と
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
前
後

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
区
別
が
単
純
明
快
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
関
し
て
は
時
期
的
区
分
を
放
棄
す
るK

aiser

説
・Ernst

説
が
存
在
し
、

他
方
で
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
給
付
の
市
場
価
格
を
待
た
な
け
れ
ば
損
害
賠
償
種
類
が
決
ま
ら
な
い
と
す
るGsell

説
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
全
て
の
損
害
項
目
に
つ
い
て
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
損
害
項
目
の
中
に

は
、
時
期
的
区
分
に
な
じ
む
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

Faust

説
・Lorenz

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
遅
延
賠
償
に
位
置
づ
け
つ
つ
、
履
行
優
先
原
則
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
同
費
用

の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
理
論
構
成
上
の
手
当
を
施
す
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
り
時
期
的
区
分
は
貫
徹
で
き
よ
う

が
、
他
の
損
害
項
目
と
は
異
な
り
、
早
期
代
替
取
引
費
用
に
関
し
て
は
、
遅
延
賠
償
と
し
て
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
た
め
に
特
別
の

理
論
構
成
を
要
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
、
損
害
項
目
の
中
に
、「
遅
延
賠
償
と
し
て
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
た
め
に
特
別
の

理
論
構
成
を
要
す
る
」
損
害
項
目
と
そ
う
で
な
い
損
害
項
目
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
時
期
的
区
分
を
基
本
と
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
時
期
的
区
分
説
の
中
に
は
、
一
方
で
は
、
時
期
的
区
分
を
部
分
的
に
放
棄
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す
る
見
解
が
あ
り
（K

aiser

説
・Ernst

説
）、
他
方
で
は
、
形
の
上
で
は
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
な
が
ら
「
遅
延
賠
償
と
し
て
の
賠
償
対

象
性
を
否
定
す
る
た
め
に
特
別
の
理
論
構
成
を
要
す
る
」
損
害
項
目
か
否
か
と
い
う
区
別
を
持
ち
込
む
見
解
が
あ
る
（Faust

説
・Lorenz

説
）。
こ
の
よ
う
な
錯
綜
し
た
議
論
状
況
で
は
、
そ
も
そ
も
、
時
期
的
区
分
説
に
、
単
純
明
快
な
基
準
を
提
供
す
る
と
い
う
利
点
が
本
当

に
あ
る
の
か
、
疑
問
が
生
じ
る（（6
（

。

Ⅳ 
時
期
的
区
分
説
批
判

時
期
的
区
分
説
は
、
他
説
か
ら
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
根
本
的
・
理
論
的
批
判
と
実
質
論
的
批
判
に
分
け
て

整
理
す
る
。

1　

根
本
的
・
理
論
的
批
判

時
期
的
区
分
説
に
対
し
て
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
限
ら
な
い
根
本
的
な
批
判
と
し
て
、
損
害
賠
償
種
類
論
が
果
た
す
べ
き

役
割
を
放
棄
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
即
し
た
批
判
と
し
て
は
、
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
つ
い
て
も
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
るFaust

説
・

Lorenz

説
に
対
し
て
、履
行
優
先
原
則
を
尊
重
す
る
た
め
に
、迂
遠
な
法
律
構
成
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

（
1
）
損
害
賠
償
種
類
論
の
果
た
す
べ
き
役
割

第
一
に
、
時
期
的
区
分
説
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
以
下
が
損
害
賠
償
種
類
の
形
成
に
よ
っ
て
目
指
し
て
い
る
目
的
を
見
誤
っ
て
い
る
、
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

と
の
批
判
が
あ
る（（6
（

。
す
な
わ
ち
、
損
害
賠
償
種
類
が
担
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
、
ど
の
損
害
項
目
が
猶
予
期
間
設
定
要
件
に
服
す
る

か
、
履
行
優
先
原
則
に
服
す
る
か
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
に
服
し
、
か
つ
、
現
実
の
給
付
と
は
両
立
し
え
な
い
扱
い
を
受
け
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
給

付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
と
し
て
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
に
服
さ
ず
、
給
付
と
共
に
請
求
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
区
別
を
用
意
し
、
当
事

者
に
対
し
て
、
あ
る
損
害
項
目
（
例
え
ば
代
替
取
引
費
用
）
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
該
当
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と

を
、
事
前
に
知
ら
せ
る
役
割
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
期
的
区
分
説
に
立
つ
と
、
損
害
賠
償
種
類
は
、
こ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
れ
ば
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
、
具
体
的
な
損
害
項
目
の
発
生
時
点
が
給

付
請
求
権
消
滅
の
前
で
あ
る
か
後
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
種
類
が
決
ま
る
の
で
、
個
別
の
事
案
の
経
過
か
ら
離
れ
て
、
ど
の
損
害

項
目
の
賠
償
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
あ
た
る
の
か
、
事
前
に
示
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る（（7
（

。

第
二
に
、
第
一
点
と
不
可
分
の
こ
と
で
あ
る
が
、
時
期
的
区
分
説
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
確
定
的
に
成
立
す
る
た
め

の
要
件
か
ら
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
い
う
損
害
賠
償
種
類
の
定
義
を
導
い
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る（（7
（

。
す
な
わ
ち
、
同
説
は
、
給
付

に
代
わ
る
損
害
賠
償
は
猶
予
期
間
設
定
要
件
の
充
足
（
ま
た
は
同
要
件
不
要
事
例
へ
の
該
当
）
が
あ
っ
て
請
求
可
能
に
な
り
、
か
つ
、
実
際

に
そ
の
請
求
が
あ
る
こ
と
で
給
付
の
可
能
性
が
確
定
的
に
消
滅
（
給
付
請
求
権
が
消
滅
）
し
、
こ
れ
ら
が
そ
ろ
っ
て
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
が
確
定
的
に
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
後
に
生
じ
た
損
害
項
目
の
賠
償
で

あ
る
。」
と
い
う
定
義
を
導
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る（（7
（

。

第
三
に
、
第
二
点
か
ら
論
理
的
に
帰
結
さ
れ
る
次
の
こ
と
が
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る（（7
（

。
時
期
的
区
分
説
に
よ
れ
ば
、
あ
る
損
害
項
目
の

発
生
時
点
が
給
付
請
求
権
消
滅
の
後
で
あ
っ
た
と
し
て
、
当
該
損
害
項
目
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
得
る
と
、
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猶
予
期
間
設
定
要
件
は
、
常
に
、
自
動
的
に
充
足
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、
二
八
一
条
の
猶
予
期
間
設
定
要
件
が
要
件
と
し
て
の
意

味
を
失
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
期
的
区
分
説
に
お
い
て
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
定
義
（「
給
付
に
代

わ
る
損
害
賠
償
と
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
後
に
生
じ
た
損
害
項
目
の
賠
償
で
あ
る
。」）
が
満
た
さ
れ
る
と
、
同
時
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請

求
権
の
要
件
も
充
足
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
二
八
一
条
の
適
用
対
象
で
は
あ
る
か
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
が
充
足
さ

れ
な
い
の
で
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
は
斥
け
ら
れ
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
は
お
お
よ
そ
存
在
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は

不
自
然
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
2
）
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
否
定
の
た
め
の
迂
遠
な
法
律
構
成

時
期
的
区
分
説
の
中
で
も
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
つ
い
て
も
時
期
的
区
分
を
徹
底
す
るFaust

説
・Lorenz

説
に

対
し
て
、
次
の
批
判
が
あ
る
。

Faust

説
・Lorenz

説
は
、
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
（
遅
延
賠
償
）
に
位
置

づ
け
る
。
そ
う
す
る
と
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
の
充
足
が
な
く
と
も
、
ま
た
は
、
後
に
給
付
が
あ
っ
て
も
、
同
費
用
の
遅
延
賠
償
と
し
て

の
賠
償
対
象
性
は
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
帰
結
は
履
行
優
先
原
則
に
反
す
る
と
の
価
値
判
断
を
前
提
に
、
同
費
用
の
賠
償
は

遅
延
賠
償
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
を
維
持
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
の
賠
償
対
象
性
を
原
則
と
し
て
否
定
す
る
た
め
に
、Faust

説
・Lorenz

説
は
、
理
論
構
成
上
の
手
当
（
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
の
応
用
）
を
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
を
満
た
さ
ず
に
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
を
受
け
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
つ

こ
と
は
、
債
権
者
が
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
を
得
る
た
め
に
は
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
を
要
求
す
る
べ
き
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、Faust

説
・Lorenz

説
も
、
履
行
優
先
原
則
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
早
期
代
替
取
引
費
用
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

の
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、
二
八
一
条
の
要
件
（
猶
予
期
間
設
定
要
件
）
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
し
て
い
る
こ
と
と
な

る
（
（7
（

。
と
こ
ろ
が
、Faust

説
・Lorenz

説
で
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
、
同
条
の
適
用
対
象
で
あ
る
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位

置
づ
け
ら
れ
な
い
の
で
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
を
満
た
さ
な
い
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
た
め
に
、
二
八
一
条
を

適
用
す
る
こ
と
以
外
の
法
律
構
成
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、Faust

説
・Lorenz

説
の
主
張
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
の

た
め
に
、
二
八
一
条
の
要
件
と
同
じ
要
件
を
、
同
条
の
適
用
を
避
け
つ
つ
、
別
の
法
律
構
成
に
よ
っ
て
要
求
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
迂
遠
な
法
解
釈
で
あ
る
と
の
批
判
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う（（7
（

。

2　

実
質
論
的
批
判
（
過
剰
填
補
の
お
そ
れ
）

時
期
的
区
分
説
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
前
に
生
じ
た
損
害
を
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
（
遅
延
賠
償
）
に
位
置
づ
け
る
の
で
、
当
該

損
害
の
賠
償
請
求
を
行
っ
て
も
、
別
途
、
給
付
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
債
権
者
が
過
剰
填
補
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
前
に
生
じ

た
損
害
が
早
期
代
替
取
引
費
用
で
あ
る
場
合
に
も
生
じ
う
る
が
、
そ
れ
に
限
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

（
1
）
転
売
利
益
の
例
に
お
け
る
過
剰
填
補

Benicke/H
ellw

ig

は
、
転
売
利
益
の
例
を
用
い
て
、
時
期
的
区
分
説
が
過
剰
填
補
を
招
く
お
そ
れ
を
論
じ
る（（7
（

。
例
え
ば
、
売
買
契
約

に
お
い
て
、
売
主
が
履
行
を
遅
滞
し
、
買
主
が
、
そ
れ
に
よ
り
転
売
利
益
の
機
会
を
失
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
に
、
猶
予
期
間
設

定
と
そ
の
徒
過
が
あ
り
、
買
主
が
解
除
権
行
使
ま
た
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
と
き
で
、
そ
の
時
点
で
の
目
的
物
の
市

場
価
格
が
約
定
価
格
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
れ
ば
、
買
主
は
、
転
売
利
益
に
つ
い
て
は
遅
延
賠
償
と
し
て
請
求
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が
で
き
、
市
場
価
格
と
代
金
の
差
額
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
賠
償
請
求
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
の
二
つ
の
利
益
の
賠
償
を
債

権
者
が
同
時
に
受
け
る
の
は
、
過
剰
填
補
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
取
引
一
回
分
の
反
対
給
付
し
か
負
わ
な
い
債
権
者
が
、
当
該
取
引
か

ら
、
二
回
分
の
給
付
を
受
け
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
は
ず
の
利
益
を
受
け
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
早
期
代
替
取
引
費
用
の
例
に
お
け
る
過
剰
填
補

同
趣
旨
の
批
判
で
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
問
題
に
関
し
て
、
と
く
にLorenz

説
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、Faust
説
・Lorenz

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
遅
延
賠
償
と
し
て
位
置
づ
け
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
構
成

に
よ
っ
て
、
結
論
と
し
て
は
原
則
と
し
て
そ
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
過
剰
填
補
の
批
判
は
お
お
む
ね
回
避
で
き

る
。
し
か
し
、Lorenz

説
は
、
債
権
者
が
猶
予
期
間
経
過
後
に
早
期
代
替
取
引
を
し
た
と
き
は
、
遅
延
賠
償
に
位
置
づ
け
て
同
費
用
の

賠
償
対
象
性
を
認
め
る
（
誘
発
を
認
め
、
帰
責
に
足
る
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
。）。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
お
い
て
、
そ
の
早
期
代
替
取
引

の
後
、
契
約
目
的
物
の
市
場
価
格
が
約
定
価
格
・
代
替
取
引
価
格
を
超
え
て
い
る
う
ち
に
、
債
務
者
に
よ
る
給
付
（
履
行
）
が
行
わ
れ
る

と
、
同
説
で
は
、
債
権
者
は
、
約
定
価
格
よ
り
も
高
い
市
場
価
値
を
有
す
る
給
付
目
的
物
を
取
得
し
つ
つ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

時
に
、
代
替
取
引
費
用
を
遅
延
賠
償
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、Gsell

説
か
ら
、
二
重
填
補
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る（（7
（

。
ま
た
、Faust

説
は
、
す
で
に
、Lorenz

説
の
よ
う
に

早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
を
遅
延
賠
償
と
し
て
認
め
る
と
、
債
権
者
は
、
契
約
目
的
物
の
市
場
価
格
低
下
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
負
わ
な

い
ま
ま
、
市
場
価
格
上
昇
に
よ
る
利
得
獲
得
だ
け
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
い
た
（
上
述
）。
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Ⅴ 

早
期
代
替
取
引
費
用
を
め
ぐ
る
判
例
解
釈

時
期
的
区
分
説
は
、
前
稿
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
損
害
賠
償
種
類
論
に
関
す
る
判
例
解
釈
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
損
害
賠
償

種
類
論
に
お
い
て
最
も
活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
で
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決

（BGH
Z 197, 357

（2013.7.3

））
に
お
い
て
、
同
問
題
に
時
期
的
区
分
を
用
い
な
い
こ
と
を
明
言
し
、
か
つ
、
時
期
的
区
分
説
の
代
表
的
見

解
（Faust

説
・Lorenz
説
）
を
斥
け
て
い
る
。
こ
こ
で
、
同
判
決
を
詳
し
く
分
析
す
る
。

1　

事
案

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
一
日
、
Ｘ
（
運
送
会
社
）（

（7
（

は
、
Ｙ
（
燃
料
の
流
通
業
者
）
か
ら
、
二
〇
〇
万
リ
ッ
ト
ル
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
（
燃

料
の
一
種
）
を
、
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
六
六
ユ
ー
ロ
の
額
で
購
入
し
た
。
引
渡
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
六
日
か
ら
、
同
年
九
月

三
〇
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

同
年
四
月
・
五
月
に
Ｙ
は
、
約
定
の
量
の
一
部
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
、
Ｘ
に
引
渡
し
た
。
二
〇
〇
八
年
六
月
四
日
の
書
面
で
、
Ｙ

は
、
Ｘ
に
、
Ｙ
へ
の
供
給
者
が
倒
産
し
、
Ｙ
へ
の
供
給
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
、
Ｙ
に
可
能
な
の
は
、
日
々
の
額
に
お
け
る
ス
ポ
ッ
ト
取
引

で
購
入
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
、
と
通
知
し
た
。
Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
す
る
そ
の
後
の
引
渡
の
用
意
を
し
な
か
っ
た
。

Ｘ
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
、
別
の
供
給
者
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
購
入
し
て
必
要
を
補
っ
た
（
代
替
取
引
）。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
価
格
は
、
Ｘ
・
Ｙ
間
の
売
買
の
価
格
と
比
べ
て
上
昇
し
て
い
た
の
で
、
Ｘ
に
は
、
代
替
取
引
の
た
め
に
、
約

四
七
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
分
、
費
用
が
増
加
し
た
。
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一
方
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
て
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
引
渡
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
こ
れ
に
勝
訴
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
Ｙ
か
ら
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
引
渡
を
受
け
た
。

Ｘ
は
、
売
買
契
約
が
適
時
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
、
代
替
取
引
の
増
加
費
用
（
約
四
七
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
を
損
害
と

し
て
、
賠
償
請
求
を
行
っ
た
。

2　

判
決
内
容

　
　
　
《
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
め
ぐ
る
判
例
の
不
存
在
》（

（7
（

「
買
主
が
、
履
行
と
並
存
し
て
、
自
己
の
代
替
購
入
の
増
加
費
用
を
、
遅
延
損
害
と
し
て
請
求
で
き
る
か
の
問
題
は
、
最
上
級
審
判
例

に
お
い
て
、
未
だ
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。」

　
　
　
《Faust

説
・Lorenz

説
へ
の
言
及
》

学
説
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
多
様
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

「
論
者
の
中
に
は
、
買
主
が
、
履
行
請
求
権
の
消
滅
前
に
代
替
購
入
を
す
る
と
き
は
、
代
替
購
入
費
用
を
遅
延
損
害
に
位
置
づ
け
る
も

の
も
あ
る
。
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
対
象
は
、
給
付
の
確
定
的
な
不
発
生
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
に

あ
た
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
買
主
が
、
解
除
意
思
表
示
の
後
、
ま
た
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
後
に
、
代
替
取
引
を
行

う
場
合
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
こ
こ
で
判
決
は
、Lorenz

説
、Faust
説
を
引
用
す
る
。

─
筆
者
注
）。」

「
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
遅
延
損
害
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
、
買
主
が
、
直
ち
に
、
履
行
請
求
権
と
並
存
し
て
、
代

替
取
引
の
増
加
費
用
を
主
張
で
き
る
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
。」
こ
こ
で
、
判
決
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
遅
延
損
害
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賠
償
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
構
成
に
よ
っ
て
、
そ
の
賠
償
対
象
性
を
原
則
と
し
て
否
定
す
るFaust

説
・Lorenz

説

（
上
述
）
を
概
観
す
る
。

　
　
　
《
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説（（8
（

（
通
説
）
へ
の
言
及
》

「
通
説
に
よ
れ
ば
、
代
替
取
引
の
増
加
費
用
は
、
原
則
と
し
て
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
に
だ
け
該
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、

二
八
〇
条
一
項
・
三
項
、
二
八
一
条
の
要
件
の
も
と
で
の
み
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
こ
で
判
決
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
常
に
給

付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
対
象
で
あ
る
と
す
る
多
数
の
文
献
を
引
用
す
る
。

─
筆
者
注
）」。

通
説
の
諸
見
解
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
買
主
が
代
替
購
入
費
用
を
請
求
す
る
と
き
、
買
主
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
給
付
の

遅
延
を
理
由
と
す
る
付
随
損
害
で
は
な
く
、
課
せ
ら
れ
た
給
付
の
不
発
生
を
理
由
と
す
る
損
害
で
あ
る
。
代
替
購
入
は
、
元
々
期
待
さ
れ

て
い
た
給
付
の
、
同
価
値
の
別
の
給
付
に
よ
る
、
確
定
的
な
填
補
で
あ
る
。
こ
の
損
害
は
、
機
能
的
に
み
て
、
給
付
を
填
補
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
損
害
は
、
給
付
に
代
わ
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
債
権
者
が
、
課
せ
ら
れ
た
給
付
を
市
場
に
お
い
て
自
ら
調
達
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
債
権
者
は
、
債
務
者
の
現
実
給
付
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
生
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
、
ま
さ
に
そ
の
地
位
を
作
り
出
し
て
い
る

（
し
か
も
、
現
実
に
作
り
出
し
て
い
る
）
の
で
あ
る
。」

通
説
の
一
部
の
見
解
で
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
の
区
別
の

た
め
に
は
、
追
完
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
追
完
が
、
生
じ
た
損
害
を
除
去
し
て
い
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
単
純
な
損
害
賠
償
と
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
本
質
的
な
違
い
は
、
後
者
は
、
原
則
と
し
て
、
追
完
の
た
め
の
猶
予
期
間
の
徒
過

の
後
に
、
は
じ
め
て
請
求
さ
れ
う
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
損
害
種
類
の
区
別
の
た
め
に
は
、
損
害
が
、
追
完
が

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
追
完
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
、
が
基
準
と
な
る
。
こ
れ
に
該
当
す
れ
ば
、
生
じ
て
い
る
の
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は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
売
主
に
は
、
契
約
を
な
お
履
行
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。」

　
　
　
《
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
の
採
用
》

「
当
審
は
、
最
後
に
挙
げ
た
見
解
に
従
う
。
買
主
の
、
自
己
の
代
替
購
入
の
増
加
費
用
は
、
二
八
〇
条
一
項
・
二
項
、
二
八
六
条
に
よ

る
遅
延
損
害
と
し
て
は
賠
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
増
加
費
用
は
、
遅
延
損
害
な
い
し
付
随
損
害
で
は
な
く
、
給
付

に
代
わ
っ
て
生
じ
る
損
害
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
は
、
二
八
〇
条
一
項
・
三
項
、
二
八
一
条
の
要
件
の
も
と
で
し
か
請
求
で
き

な
い
損
害
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
契
約
履
行
と
並
存
し
て
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
損
害
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」

　
　
　
《
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
を
支
持
す
る
根
拠
＝
二
重
填
補
の
防
止
》

「
上
告
理
由
が
適
切
に
述
べ
る
よ
う
に
、
先
行
判
決
に
お
い
て
成
功
裏
に
主
張
さ
れ
た
契
約
履
行
と
並
存
し
て
、
Ｘ
自
身
の
代
替
購
入

の
増
加
費
用
の
賠
償
請
求
権
も
、
Ｘ
に
認
め
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
Ｘ
は
、
Ｙ
の
不
利
益
に
お
い
て
、
注
文
さ
れ
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の

量
を
、
契
約
で
合
意
し
た
価
格
で
二
重
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
し
た
ら
生
じ
て
い
た
地
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
と
く
に
、
売
主
に
課
せ
ら
れ
た
給
付
の
代
わ
り
に
行
わ
れ
た
、
買
主
自
身
の
代
替
購
入
の
費
用
は
、
こ
の
給
付
と

並
存
し
て
、
遅
延
損
害
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。」

　
　
　
《
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
の
本
件
へ
の
あ
て
は
め
＝
給
付
実
現
に
よ
る
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
不
成
立
》

本
件
の
Ｘ
は
、
代
替
購
入
の
費
用
の
賠
償
請
求
を
、
二
八
一
条
に
基
づ
か
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。「
た
し
か
に
、
給
付
に
代
わ
る
損

害
賠
償
請
求
権
の
要
件
は
、
は
じ
め
は
存
在
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
控
訴
審
の
事
実
認
定
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
は
、
契
約
履
行
を
、
確
定

的
に
拒
絶
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
猶
予
期
間
設
定
は
不
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
、
債
権
者
は
、
給
付
に
代
わ
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
か
、
ま
た
は
、
契
約
履
行
を
求
め
続
け
る
か
に
つ
い
て
選
択
権
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
債
権
者
が
履
行
請

求
を
し
て
も
、
原
則
と
し
て
、
再
び
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
へ
と
移
行
す
る
債
権
者
の
権
限
は
影
響
を
受
け
な
い
。
し
か
し
、
債

権
者
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
つ
と
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
権
者
の
給
付
請
求
権
は
、
債
権

者
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
と
き
は
消
滅
す
る
（
二
八
一
条
四
項
）。
逆
に
、
Ｘ
が
Ｙ
に
成
功
裏
に
請
求
し
た
履
行
も
、
そ

れ
よ
り
前
に
行
わ
れ
た
Ｘ
自
身
に
よ
る
代
替
取
引
の
（
増
加
）
費
用
の
賠
償
を
求
め
る
請
求
権
を
排
除
す
る
。」

3　

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
本
判
決
の
意
義

本
判
決
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
判
例
上
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
定
し

た
。
そ
の
た
め
実
務
に
と
っ
て
は
、
扱
い
の
明
確
化
・
負
担
軽
減
が
も
た
ら
さ
れ（（8
（

、
大
き
な
意
義
が
あ
る（（8
（

、
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
1
）
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
採
用
と
時
期
的
区
分
の
否
定

損
害
賠
償
種
類
の
分
類
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
は
、
時
期
的
区
分
を
徹
底
し
て
早
期
代
替
取
引

費
用
を
遅
延
賠
償
の
対
象
と
す
るFaust

説
・Lorenz
説
が
明
確
に
斥
け
ら
れ
た（（8
（

点
が
意
義
深
い
。
本
事
案
に
お
い
て
早
期
代
替
取
引

費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
、Faust

説
に
立
っ
た
と
し
て
も
可
能
で
あ
っ
た（（8
（

。
そ
れ
な
の
に
、
遅
延
賠
償
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
峻
拒
し
た
本
判
決
か
ら
は
、
代
替
取
引
費
用
を
、
そ
の
発
生
時
期
を
問
わ
ず
、
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
こ

と
を
判
例
上
宣
言
す
る
こ
と
へ
の
決
然
と
し
た
姿
勢
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
2
）
本
判
決
が
損
害
賠
償
種
類
論
に
求
め
る
役
割

本
判
決
は
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
が
、
事
案
処
理
を
決
定
づ
け
る
意
義
を
持
つ
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
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ら
れ
る
。
本
判
決
の
結
論
は
、
給
付
（
履
行
）
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
支
払
を
求
め
る
損
害
賠
償
請
求
は
排
除
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
対
象
で
あ
る
こ
と（（8
（

、
お
よ

び
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
給
付
そ
の
も
の
は
両
立
し
え
な
い
こ
と
を
挙
げ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
主
張
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償

請
求
が
「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
請
求
と
給
付
と
の
両
立
性
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。す

な
わ
ち
、
本
判
決
は
、
損
害
賠
償
種
類
論
（「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
ど
の
よ
う
に
決
め
る
か
の
議
論
）
に
、
当

該
損
害
項
目
の
発
生
時
期
と
関
わ
り
な
く
、
当
該
損
害
項
目
の
賠
償
請
求
と
給
付
と
が
両
立
し
う
る
か
否
か
を
識
別
す
る
役
割
、
言
い
換

え
れ
ば
、
当
該
損
害
項
目
に
二
八
〇
条
三
項
・
二
八
一
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
を
識
別
す
る
役
割
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

役
割
を
損
害
賠
償
種
類
論
が
実
務
か
ら
求
め
ら
れ
た
点
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
過
剰
填
補
の
排
除

本
判
決
は
、
か
り
に
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
遅
延
損
害
賠
償
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
、
本
件
の
よ
う
に
後
に
給
付
が
実
現
し
て
も
、

同
費
用
の
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
債
権
者
（
買
主
）
が
二
重
に
填
補
を
受
け
て
し
ま
う
と
指
摘
し
、
こ
れ
を
給
付
に
代
わ
る

損
害
賠
償
説
を
支
持
す
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
時
期
的
区
分
説
に
対
し
て
は
、
他
説
か
ら
、
時
期
的
区
分
に
よ

れ
ば
給
付
請
求
権
消
滅
前
に
生
じ
た
損
害
項
目
は
遅
延
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
過
剰
填
補
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が

批
判
さ
れ
て
い
た
。
判
例
も
そ
の
よ
う
な
評
価
を
共
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
時
期
的
区
分
説
の
論
者
も
、
そ
の
よ
う
な
過
剰
填
補
の
お
そ
れ
に
無
自
覚
の
ま
ま
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
早
期
代
替
取
引

費
用
に
関
し
て
は
、Faust

説
・Lorenz

説
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
過
剰
填
補
を
排
除
す
る
た
め
に
も
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
結
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

論
的
に
否
定
す
る
た
め
に
、
法
律
構
成
（
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
）
を
凝
ら
し
た
の
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
のFaust

説
・Lorenz

説
に
言
及
し
つ
つ
こ
れ
を
斥
け
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
常
に
給
付
に
代
わ
る
損

害
賠
償
に
位
置
づ
け
て
、
そ
れ
を
、
後
に
給
付
が
実
現
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
理
由
と
し
た
の
で

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
判
決
は
、
過
剰
填
補
を
排
除
す
る
機
能
、
す
な
わ
ち
、
取
引
一
回
分
の
反
対
給
付
し
か
負
わ
な
い
債
権
者
が
、

当
該
取
引
か
ら
、
二
回
分
の
給
付
を
受
け
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
は
ず
の
利
益
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
を
排
除
す
る
機
能
を
も
、
損
害
賠

償
種
類
論
に
見
い
だ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
判
決
の
意
義
は
、
こ
の
点
に
も
あ
る
。

あ
え
て
深
読
み
を
試
み
る
と
、
本
判
決
は
、
過
剰
填
補
を
排
除
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
、
個
別
的
事
情
の
総
合
的
考
慮
と
し
て

の
価
値
判
断
の
枠
組
で
あ
る
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
よ
り
も
、
損
害
賠
償
種
類
を
用
い
る
構
成
の
方
が
、
安
定
的
な
法
律
構
成
で
あ

る
と
評
価
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
4
）
本
判
決
の
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
立
場

損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
行
う
基
準
は
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
判
決
の
言
う
「
通
説
」（
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
説
）
に
、
多
数
の
見
解
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ（（8
（

、
ど
の
見
解
を
採
用
す
る
の
か
は
明
言
を
避
け
て
い
る（（8
（

。
そ
の
た
め
、
本
判
決
が
、

Faust

説
・Lorenz

説
を
斥
け
た
の
は
明
白
で
あ
る
が
、
時
期
的
区
分
説
を
全
て
否
定
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い（（8
（

。

前
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
、「
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
、
統
一
さ
れ
た
基
本
的
立
場
を
形
成
し
て

い
な
い
と
評
さ
れ
る
」
と
し
た
が
、
本
判
決
も
、
同
様
に
、
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
特
定
の
解
釈
論
を
支
持
す
る
こ
と
を
避
け
て
い

る
。
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討

本
稿
の
目
的
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
と
い
う
個
別
的
テ
ー
マ
を
素
材
と
し
て
時
期
的
区
分
説
を
検
証
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
際
、
同
説
は
、
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
を
保
持
し
つ
つ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
価
値
判
断
（
履
行
優
先
原
則
）
を
、
損
害
賠
償
種
類

の
枠
組
に
よ
ら
ず
に
尊
重
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
か
と
の
観
点
を
重
視
し
た
。

（
1
）
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
を
め
ぐ
る
時
期
的
区
分
説
全
体
の
状
況

Ernst

説
・K

aiser

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
お
い
て
時
期
的
区
分
を
貫
徹
せ
ず
、
同
費
用
を
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害

賠
償
に
位
置
づ
け
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
見
解
に
は
、
時
期
的
区
分
を
基
本
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
な
ぜ
、
早
期

代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
貫
徹
し
な
い
の
か
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
沈

黙
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
説
明
が
無
い
限
り
、Ernst

説
・K

aiser

説
は
、
一
律
に
損
害
賠
償
種
類
を
分
類
す
る
基
準
と
し
て
は
時
期
的

区
分
に
は
一
般
性
・
普
遍
性
が
な
い
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
般
性
・
普
遍
性
が
な
い
基
準
で
は
、
も
は

や
基
準
と
し
て
の
適
性
が
疑
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

時
期
的
区
分
説
の
中
で
異
彩
を
放
つGsell

説
で
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
は
損
害
賠
償
種
類
を
分
け
る
基
準
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

早
期
代
替
取
引
費
用
（
一
般
化
す
れ
ば
、
債
務
不
履
行
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
損
害
）
が
填
補
さ
れ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
時
点
と
し
て
の
意

味
し
か
も
た
な
い
。
同
説
が
時
期
的
区
分
説
の
陣
営
に
位
置
す
る
と
い
う
の
は
名
ば
か
り
で
あ
り
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
前
後
で
損
害

賠
償
種
類
を
決
め
る
の
で
は
な
い
以
上
、Gsell

説
は
、
実
質
的
に
は
、
時
期
的
区
分
説
と
は
別
の
見
解
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る（（8
（

。

（
2
）
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
る
立
場
（Faust

説
・Lorenz

説
）
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損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

Faust

説
・Lorenz

説
が
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
る
の
は
、
時
期
的
区
分
の
限
界
を
自
認
す
る
も
の
と
の
批
判
を
避
け
る
意
味
合
い

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
れ
ば
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
賠
償
（
遅
延
賠
償
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
早
期
代

替
取
引
費
用
に
つ
い
て
、Faust

説
・Lorenz

説
は
、
巧
妙
な
解
釈
論
（
共
働
過
失
、
因
果
関
係
理
論
の
応
用
）
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
同

費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
説
は
、
た
し
か
に
、
結
論
だ
け
み
れ
ば
、
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
つ
つ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

の
履
行
優
先
原
則
と
い
う
価
値
判
断
を
尊
重
し
て
い
る
。
し
か
し
、
様
々
な
問
題
・
疑
問
を
抱
え
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
一
に
、Faust
説
が
援
用
す
る
共
働
過
失
に
せ
よLorenz

説
が
依
拠
す
る
因
果
関
係
理
論
に
せ
よ
、
債
権
者
に
保
護
に
値
し
な
い

事
情
が
あ
る
と
き
に
、
債
権
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
よ
る
救
済
を
削
減
な
い
し
剥
奪
す
る
解
釈
論
的
枠
組
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ど
ち
ら
の
法
律
構
成
も
、「
債
権
者
に
保
護
に
値
し
な
い
事
情
が
あ
る
」
と
い
う
価
値
判
断
を
、
何
ら
か
の
根
拠
か
ら
調
達
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
両
説
が
こ
れ
を
ど
こ
か
ら
調
達
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
結
局
、
猶
予
期
間
設
定
要
件
に
よ
り
履
行
優
先
原
則
を
確
保
す

る
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
条
文
、
す
な
わ
ち
二
八
一
条
を
初
め
と
す
る
損
害
賠
償
種
類
の
規
定
で
あ
る
。
他
説
が
的
確
に
批
判
す
る
よ
う
に
、

Faust

説
・Lorenz

説
は
、
二
八
一
条
の
制
度
趣
旨
で
あ
る
履
行
優
先
原
則
を
、
同
条
を
適
用
す
る
こ
と
で
確
保
す
る
の
で
は
な
く
、

わ
ざ
わ
ざ
別
の
法
律
構
成
（
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
の
応
用
）
を
経
由
し
て
確
保
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
二
八
一
条
を
直
接
に

適
用
し
て
同
条
の
趣
旨
を
全
う
す
る
と
い
う
自
然
な
扱
い
が
で
き
な
い
の
か
と
い
え
ば
、Faust

説
・Lorenz

説
の
よ
う
に
時
期
的
区

分
の
基
準
を
純
粋
に
貫
徹
す
る
と
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
、
二
八
一
条
が
適
用
さ
れ
る
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
こ
と

は
で
き
ず
、
遅
延
賠
償
に
位
置
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
論
に
は
、
単
に
迂
遠
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
貫
徹
し
た
い
基
準
の
形
式
的
な
維
持
の
た
め
だ
け
に
、
簡
明
な
条
文
適
用
を
犠
牲
に
し
て
徒
に
複
雑
な
法
律
構
成
を
弄
す
る
も
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
問
が
生
じ
る
。
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第
二
に
、
第
一
の
点
と
重
複
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
簡
明
な
条
文
適
用
を
犠
牲
に
し
て
徒
に
複
雑
・
迂
遠
な
法
律
構
成
を
弄
す
る
も
の

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
時
期
的
区
分
が
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
・
一
律
性
を
保
つ
こ
と
に
何
ら
か
の
実
質
的
利
益
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
実
質
的
利
益
と
法
律
構
成
と
し
て
の
迂
遠
さ
・
複
雑
さ
を
衡
量
し
、
前
者
の
重
要
性
が
勝
る
と
い
う
議
論
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
問
題
に
お
い
て
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
実
質
的
利
益
が

あ
る
の
か
、Faust
説
・Lorenz

説
を
含
め
、
時
期
的
区
分
説
か
ら
の
説
明
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
時
期
的
区
分
説
で
は
、
時
期
的

区
分
の
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
・
一
律
性
を
保
つ
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
が
あ
る（（9
（

。

第
三
に
、
実
質
的
利
益
衡
量
の
点
で
は
、Faust

説
・Lorenz

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
遅
延
賠
償
に
位
置
づ
け
る
の
で
、
両

説
に
お
い
て
例
外
的
に
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
が
肯
定
さ
れ
る
と
き
は
、
同
費
用
の
賠
償
請
求
権
は
、
現
実
の
給
付
と
両
立
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
過
剰
填
補
が
生
じ
う
る
こ
と
は
、Lorenz

説
に
対
し
てGsell

説
が
批
判
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ

も
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
を
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
べ
き
理
由
と
し

て
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
債
権
者
が
給
付
か
ら
生
じ
る
利
益
を
二
重
に
取
得
す
る
お
そ
れ
を
挙
げ
た
。Faust

説
・Lorenz

説
も
、
過

剰
填
補
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
解
釈
論
的
手
当
（
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
）
を
用
意
し
て
い
る
が
、
同
判
決
は
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の

Faust

説
・Lorenz

説
に
言
及
し
て
こ
れ
を
斥
け
、
過
剰
填
補
を
排
除
す
る
た
め
に
早
期
代
替
取
引
費
用
を
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害

賠
償
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
も
、
過
剰
填
補
の
排
除
を
安
定
的
に
確
保
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、Faust

説
・Lorenz

説
よ
り
も
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
を
活
用
す
る
こ
と
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
評
価
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
3
）
時
期
的
区
分
説
の
根
本
的
問
題

私
見
に
よ
れ
ば
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
れ
ば
、
損
害
賠
償
種
類
は
、
ど
の
損
害
項
目
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
な
る
か
を
当
該
損
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損
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賠
償
種
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に
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け
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時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

害
項
目
の
発
生
時
期
を
問
わ
ず
に
識
別
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
せ
な
い
、
と
い
う
他
説
の
批
判
は
、
正
鵠
を
射
て
い
る
。

た
だ
し
、
時
期
的
区
分
説
の
代
表
的
論
者
のLorenz

説
に
よ
れ
ば
、
同
説
は
、
損
害
賠
償
種
類
に
は
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
役
割
は

な
く
、
そ
の
役
割
を
引
受
け
よ
う
と
す
る
と
、
概
念
志
向
的
な
不
毛
な
論
争
を
招
く
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類

は
時
期
的
区
別
と
い
う
明
晰
な
基
準
で
行
っ
て
そ
の
よ
う
な
不
毛
な
論
争
を
封
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
立

論
も
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
私
見
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
的
区
分
説
の
立
論
は
、
次
の
批
判
的
検
証
に
耐
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

第
一
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
も
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
種
類
に
、
損
害
賠
償
請
求
が
給
付
と
並
存
し
う
る
か
否

か
を
識
別
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
同
判
決
に
限
定
さ
れ
る
判
示
と
は
い
え
、
実
務
が
、
損
害
賠
償
種
類
論
に
、
発
生
時
期
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
該
当
す
る
損
害
項
目
を
識
別
す
る
役
割
を
求
め
て
い
る
事
実
は
、
重
く
受
け
止
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
確
定
的
に
生
じ
る
要
件
か
ら
、「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
は
、
給
付
請
求
権
消
滅

後
に
生
じ
た
損
害
項
目
の
賠
償
で
あ
る
。」
と
い
う
定
義
を
導
く
時
期
的
区
分
説
の
手
法
は
、
定
義
と
要
件
の
充
足
を
同
時
に
生
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
条
文
に
お
け
る
要
件
定
立
の
意
味
を
失
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
法
論
的
疑
問
が
あ
る
。

第
三
に
、
ど
の
損
害
項
目
が
履
行
優
先
原
則
に
服
す
る
か
を
識
別
す
る
役
割
を
損
害
賠
償
種
類
に
認
め
な
い
と
す
る
と
、
時
期
的
区
分

説
は
、
別
の
枠
組
で
、
履
行
優
先
原
則
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
価
値
判
断
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
にFaust

説
・

Lorenz

説
が
論
じ
る
枠
組
が
、
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
問
題
を
二
つ
挙
げ
る
。

一
方
で
、Faust

説
・Lorenz

説
に
対
し
て
は
先
述
の
疑
問
（
解
釈
論
と
し
て
の
複
雑
性
・
迂
遠
さ
、
時
期
的
区
分
の
自
己
目
的
化
の
疑
い
、
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過
剰
填
補
の
お
そ
れ
）
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
識
別
す
る
役
割
を
損
害
賠
償
種
類
に
よ
っ
て
は

引
受
け
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
概
念
志
向
的
論
争
は
避
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

生
じ
る
の
は
、
そ
の
論
争
の
場
が
別
の
枠
組
（
共
働
過
失
・
因
果
関
係
理
論
）
に
移
る
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

履
行
優
先
原
則
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
価
値
判
断
を
、
素
直
に
二
八
〇
条
以
下
に
明
記
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
種
類
の
枠
組
で
受
け
止
め
る
こ

と
と
、
大
差
な
か
ろ
う
。

ま
た
、
他
方
で
、Faust
説
・Lorenz

説
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
も
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
時
期
的
区
分
の
貫

徹
に
よ
り
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
補
う
必
要
の
あ
る
、
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
は
、
別
の
解
釈
論
的
枠
組
に
よ
っ
て
行
う
の
で
あ
っ
た

が
、
同
費
用
以
外
の
損
害
項
目
に
つ
い
て
、「
別
の
解
釈
論
的
枠
組
に
よ
る
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
」
の
必
要
は
な
い
の
か
ど
う
か
、

そ
の
よ
う
な
配
慮
の
要
否
は
い
か
な
る
基
準
で
決
め
る
の
か
、
を
論
じ
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
に
も
損
害
賠
償

種
類
上
の
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
る
損
害
項
目
は
、
利
用
喪
失
損
害
・
転
売
利
益
・
完
全
性
利
益
等
多
々
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、

早
期
代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
の
み
、
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
の
解
釈
論
的
手
当
を
行
う
の
か
、
判

然
と
し
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、Faust

説
・Lorenz
説
は
、
実
は
、
同
費
用
に
関
し
て
は
「
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ

る
、
し
た
が
っ
て
解
釈
論
的
手
当
が
必
要
で
あ
る
。」
と
の
前
提
に
立
つ
段
階
で
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
が
認
め
ら
れ
る
に
は
猶
予
期

間
設
定
要
件
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
先
行
的
価
値
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
的
価
値
判
断
に
よ
っ
て
、
当
該
損
害
項
目

に
関
す
る
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
の
要
否
が
決
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
判
断
は
、
最
終
的
に
は
、
個
々
の
論
者
が
、
当
該
損
害
項
目

を
「
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
」
と
考
え
る
か
否
か
で
決
ま
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
当
該
損
害
項
目
に
関
す
る

履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
の
要
否
は
、
結
局
個
々
の
論
者
の
主
観
に
よ
り
恣
意
的
に
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
以
上
に
問
題
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損
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賠
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種
類
論
に
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け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

な
の
は
、Faust

説
・Lorenz

説
が
、
実
際
に
は
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
の
要
否
を
主
観
的
に
判
断
し
て
お
き
な
が
ら
、
表
面
的
に

は
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
時
期
的
区
分
に
よ
っ
て
一
律
に
行
い
、
そ
の
分
類
に
客
観
性
が
あ
る
よ
う
に
み
せ
か
け
る
こ
と
で
、
後
者

の
客
観
性
が
前
者
の
主
観
性
・
恣
意
性
を
隠
蔽
し
て
し
ま
う
懸
念
を
払
拭
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

Ⅶ 
ま　

と　

め

1　

本
稿
の
総
括

以
上
を
総
括
す
る
。

時
期
的
区
分
説
に
は
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
に
、
給
付
請
求
権
消
滅
と
損
害
項
目
の
発
生
時
期
の
前
後
と
い
う
明
晰
な
基
準
を
与

え
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
時
期
的
区
分
説
に
は
、
個
別
の
損
害
項
目
が
、
履
行
優
先
原
則
に
服
し
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
否
か
を
、
当
該
損
害
項
目
の
発
生
時
期
を
問
わ
ず
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
批
判
に
対
し
、
か
り
に
、
時
期
的
区
分
説
が
、
一
方
で
、
損
害
賠
償
種
類
に
関
す
る
基
準
の
明
晰
性
を
保
ち
つ
つ
、
す
な
わ
ち
、
損
害

項
目
の
内
容
を
問
わ
ず
に
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
つ
つ
、
他
方
で
、
履
行
優
先
原
則
と
い
う
価
値
判
断
を
無
理
な
く
尊
重
で
き
る
、
損
害

賠
償
種
類
論
以
外
の
解
釈
論
的
枠
組
を
案
出
で
き
る
と
し
た
ら
、
時
期
的
区
分
説
は
、
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
が
あ
る
分
、
他
説
へ
の
優

位
を
保
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
検
証
す
る
上
で
、
格
好
の
素
材
が
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
で
あ
っ
た
。

本
稿
が
論
証
し
た
の
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
問
題
に
お
い
て
も
時
期
的
区
分
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
と
、
理
論
的

問
題
（
迂
遠
か
つ
自
己
目
的
化
し
た
時
期
的
区
分
の
墨
守
）
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
的
問
題
（
過
剰
填
補
の
お
そ
れ
）
を
も
伴
っ
て
し
ま
う
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
時
期
的
区
分
を
貫
徹
す
れ
ば
、
明
晰
な
時
期
的
区
分
が
、
別
の
損
害
項
目
に
対
す
る
の
と
同
様
、
早
期
代

替
取
引
費
用
に
対
し
て
も
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
律
の
適
用
の
徹
底
と
い
う
利
点
は
、
そ
の
た
め
に
生
じ

る
理
論
的
・
実
際
的
問
題
を
補
う
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
総
じ
て
、Faust

説
・Lorenz

説
の
試
み
、
す
な
わ
ち
、
一
方
で
時
期
的

区
分
説
の
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
を
保
持
し
、
他
方
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
〇
条
以
下
に
込
め
ら
れ
た
価
値
判
断
（
履
行
優
先
原
則
）
を
損
害

賠
償
種
類
論
に
よ
ら
ず
に
尊
重
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
成
功
と
評
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
し
て
、
ど
の
損
害
項
目
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
な
る
か
を
、
当
該
損
害
項
目
の
発
生
時
期
を
問
わ
ず
に
識
別
す
る
と
い
う
損

害
賠
償
種
類
論
の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
時
期
的
区
分
説
へ
の
根
本
的
批
判
に
対
し
て
も
、
同
説
は
、
時
期
的
区
分
の

基
準
と
し
て
の
明
晰
性
を
挙
げ
て
反
論
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
立
論
も
、
損
害
賠
償
種
類
論
に
当
該
役
割
を
求
め
る
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
が
現
わ
れ
た
こ
と
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
る
損
害
賠
償
種
類
の
定
義
を
め
ぐ
る
方
法
論
的
疑
問
、
時
期
的
区
分
を

貫
徹
す
る
見
解
（Faust

説
・Lorenz

説
）
に
お
い
て
当
該
役
割
を
損
害
賠
償
種
類
論
に
代
わ
っ
て
引
受
け
る
解
釈
論
的
枠
組
へ
の
疑
問

（
当
該
役
割
を
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
い
て
担
う
こ
と
と
有
意
な
差
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
限
り
当
該
解
釈
論
的
枠
組
が

必
要
で
あ
る
と
す
る
前
提
自
体
が
、
損
害
項
目
に
関
す
る
履
行
優
先
原
則
へ
の
配
慮
の
要
否
に
関
す
る
先
行
的
価
値
判
断
を
密
か
に
行
う
も
の
で
は
な
い

か
。）
に
対
し
て
、
効
果
的
な
反
論
と
な
っ
て
い
る
か
は
疑
わ
し
い
。

以
上
か
ら
、
私
見
は
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
は
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

2　

今
後
の
作
業

こ
の
結
論
を
受
け
て
行
う
べ
き
今
後
の
作
業
は
、
二
つ
あ
る
。
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区
分
説
の
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証
（
高
田
）

一
つ
は
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
行
う
理
論
と
し
て
、
時
期
的
区
分
説
に
と
っ
て
の
他
説
、
す
な
わ
ち
、
損
害
現
象
論
・
統
一
的

損
害
算
定
説
に
適
性
が
あ
る
か
の
検
討
で
あ
る
。
そ
の
際
は
、
時
期
的
区
分
説
の
利
点
で
あ
っ
た
基
準
と
し
て
の
明
晰
性
を
超
え
る
利
点

や
説
得
力
・
論
理
性
が
、
こ
れ
ら
他
説
に
備
わ
っ
て
い
る
か
否
か
の
観
点
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
損
害
賠
償
種
類
論
が
そ
の
妥
当
性
を
具
体
的
に
試
さ
れ
る
格
好
の
素
材
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
際
的
重
要
性
も
あ
る
個

別
的
テ
ー
マ
と
し
て
の
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
に
つ
い
て
、
他
説
も
踏
ま
え
た
包
括
的
な
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
見
は
、
同
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
め
ぐ
る
解
釈
論
と
し
て
も
時
期
的
区
分
説
は
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
他
説
の
優
位
・
利
点
を
、
詳
細
な
比
較
吟
味
を
通
じ
て
論
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
本
稿
で
は
多
く
の
疑
問
を

示
し
た
も
の
の
、
時
期
的
区
分
説
の
見
解
（
と
く
にFaust

説
・Lorenz

説
）
に
お
け
る
、
参
照
価
値
の
高
い
指
摘
は
、
積
極
的
に
取
り
込

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（9
（

。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。

（
1
）
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
が
填
補
賠
償
の
こ
と
を
指
す
点
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
『
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
の
概
要
』（
二
〇
一
七
年
）

六
九
頁
、
筒
井
健
夫
・
村
松
秀
樹
編
著
『
一
問
一
答　

民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
』（
二
〇
一
八
年
）
七
六
頁
参
照
。
な
お
、
田
中
洋
「
改
正
民

法
に
お
け
る
「
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」（
1
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
七
三
号
（
二
〇
二
〇
）
七
頁
で
は
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
が
、「
本
来
の

債
務
の
履
行
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
経
済
的
地
位
（
利
益
）
を
金
銭
で
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
損
害
賠
償
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。

（
2
）
四
一
五
条
二
項
の
付
加
的
要
件
の
う
ち
、
履
行
不
能
・
確
定
的
履
行
拒
絶
は
、
そ
れ
に
あ
た
る
事
態
が
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
解
除
・
解

除
権
発
生
の
う
ち
、
約
定
解
除
権
行
使
・
合
意
解
除
も
、
そ
の
た
め
の
合
意
（
契
約
約
定
）
が
必
要
で
あ
る
。
解
除
・
解
除
権
発
生
の
う
ち
、
法

定
解
除
権
の
発
生
に
関
す
る
一
般
的
規
定
は
、
五
四
一
条
・
五
四
二
条
で
あ
る
。
債
務
不
履
行
の
際
の
無
催
告
解
除
を
許
す
五
四
二
条
の
適
用
も
、

そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
五
四
一
条
だ
け
が
、
債
務
不
履
行
の
際
、
特
定
の
事
態
も
契
約
約
定
も
要
せ
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ず
、
債
権
者
に
、
法
定
解
除
権
を
与
え
る
規
定
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
同
条
は
、
よ
り
広
い
適
用
対
象
を
持
つ
、
解
除
に
関
す
る
原
則
的
規
定

で
あ
る
。
同
条
は
、
催
告
期
間
設
定
・
同
徒
過
を
要
件
と
し
て
い
る
。
以
上
を
通
じ
て
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
、
催
告
期
間
設
定
・
同
徒
過
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
3
）
田
中
洋
「
改
正
民
法
に
お
け
る
「
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」（
2
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
七
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）
三
四
頁
以
下
。

（
4
）
田
中
洋
・
前
掲
「
改
正
民
法
に
お
け
る
「
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」（
1
）」
六
頁
以
下
。

（
5
）
潮
見
佳
男
『
新
債
権
総
論　

Ⅰ
』（
二
〇
一
七
年
）
四
八
二
頁
以
下
。

（
6
）
同
様
の
問
題
提
起
は
、
す
で
に
、
福
田
清
明
「
改
正
民
法
四
一
五
条
の
「
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」
と
「
そ
の
他
の
損
害
賠
償
」
に
つ
い
て
」

名
城
法
学
六
九
巻
一
＝
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
四
七
頁
以
下
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

（
7
）
拙
稿
「
損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
骨
子
」
小
賀
野
晶
一
ほ
か
編
『
高
齢
社
会
に
お
け
る
民
法
・
信
託
法
の
展
開
─
─
新
井

誠
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
刊
行
予
定
）
所
収
予
定
。
以
下
、
こ
の
論
文
を
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
。
本
稿
は
、
前
稿
で
予
告
し
た
「
別
稿
」
で
あ

る
。

（
8
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
福
田
清
明
・
前
掲
論
文
一
五
〇
頁
以
下
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
付
随
義
務
の
分
類
（
一
）」
法
学
新

報
一
二
六
巻
九
＝
一
〇
号
（
二
〇
二
〇
年
）
九
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
9
）
こ
こ
で
、
必
要
な
範
囲
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
抄
訳
を
掲
げ
る
（
岡
孝
編
『
契
約
法
に
お
け
る
現
代
化
の
課
題
』（
二
〇
〇
二
年
）
一
八
二
頁
以
下
参

照
）。

　
　
　

第
二
五
四
条　

共
働
過
失

（
一
）
損
害
の
発
生
に
際
し
、
被
害
者
の
過
失
が
共
働
し
た
と
き
は
、
賠
償
義
務
及
び
行
う
べ
き
賠
償
の
範
囲
は
、
事
情
に
よ
っ
て
、
特
に
、
ど

の
範
囲
で
、
損
害
は
、
主
に
、
一
方
当
事
者
ま
た
は
他
方
当
事
者
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

（
二
）
前
項
は
、
被
害
者
の
過
失
が
、
被
害
者
が
、
債
務
者
に
、
異
常
に
高
額
の
損
害
の
危
険
で
あ
っ
て
、
債
務
者
が
知
ら
ず
、
か
つ
、
知
る

こ
と
を
要
し
な
か
っ
た
危
険
に
つ
い
て
注
意
を
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
に
限
ら
れ
る
と
き
に
も
適
用
さ
れ
、
又
は
、
被
害
者
が
、
損
害

を
回
避
し
若
し
く
は
軽
減
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
に
限
ら
れ
る
と
き
に
も
適
用
す
る
。（
後
段
省
略
）

　
　
　

第
二
七
五
条　

給
付
義
務
の
排
除

（
一
）
給
付
を
求
め
る
請
求
権
は
、
給
付
が
、
債
務
者
に
と
っ
て
、
又
は
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
不
能
で
あ
る
と
き
は
、
排
除
さ
れ
る
。
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検
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高
田
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（
二
）
給
付
が
、
債
権
関
係
の
内
容
及
び
信
義
誠
実
の
原
則
に
照
ら
し
て
、
債
権
者
の
給
付
利
益
と
比
較
し
て
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
費
用
を

要
す
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
給
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
に
帰
す
る
べ
き
努
力
を
決
め
る
際
は
、
給
付
の
障
害
に
つ
い
て
、
債

務
者
に
責
め
を
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
三
）
債
務
者
が
給
付
を
自
ら
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
給
付
を
妨
げ
る
障
害
と
債
権
者
の
給
付
利
益
と
を
衡
量
し
て
、
債

務
者
に
対
し
て
、
当
該
給
付
に
つ
い
て
受
忍
要
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
給
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
（
四
項
省
略
）

　
　
　

第
二
八
〇
条　

義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

（
一
）
債
務
者
が
債
権
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
に
違
反
し
た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
、
債
務
者
に
、
義
務
違
反
に
つ
い
て
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
と
き
に
は
適
用
し
な
い
。

（
二
）
債
権
者
は
、
第
二
八
六
条
の
付
加
的
な
要
件
を
満
た
す
と
き
の
み
、
給
付
の
遅
延
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
三
）
債
権
者
は
、
第
二
八
一
条
、
第
二
八
二
条
又
は
第
二
八
三
条
の
付
加
的
な
要
件
を
満
た
す
と
き
の
み
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

第
二
八
一
条　

給
付
の
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
又
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
と
は
異
な
る
態
様
で
給
付
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
損
害
賠

償（
一
）
債
務
者
が
、
履
行
期
に
あ
る
給
付
を
行
わ
ず
、
又
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
と
は
異
な
る
態
様
で
履
行
期
に
あ
る
給
付
を
行
う
場
合
に
お

い
て
、
債
権
者
が
債
務
者
に
給
付
又
は
追
完
の
た
め
に
相
当
な
期
間
を
定
め
た
が
、
こ
れ
が
徒
過
し
た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
第
二
八
〇

条
第
一
項
の
要
件
の
も
と
で
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
が
給
付
の
一
部
を
行
っ
た
と
き
は
、
債

権
者
は
、
給
付
の
一
部
に
利
益
を
有
し
な
い
と
き
の
み
、
債
権
者
は
、
給
付
の
全
部
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債

務
者
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
と
は
異
な
る
態
様
で
給
付
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
義
務
違
反
が
軽
微
で
あ
る
と
き
は
、
債
権
者
は
、
給

付
の
全
部
に
代
わ
る
損
賠
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
二
）
期
間
の
定
め
は
、
債
務
者
が
、
断
固
と
し
て
か
つ
終
局
的
に
給
付
を
拒
絶
し
、
又
は
当
事
者
双
方
の
利
益
を
衡
量
し
て
損
害
賠
償
請
求

権
の
即
時
の
行
使
を
正
当
化
す
る
特
別
の
事
情
が
存
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
要
し
な
い
。
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八

　
　
　
（
三
項
省
略
）

（
四
）
給
付
を
求
め
る
請
求
権
は
、
債
権
者
が
給
付
に
代
え
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
消
滅
す
る
。

　
　
　
（
五
項
省
略
）

　
　
　

第
二
八
三
条　

給
付
義
務
が
排
除
さ
れ
る
と
き
の
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償

　
　
　

債
務
者
が
、
第
二
七
五
条
第
一
項
な
い
し
第
三
項
に
よ
っ
て
給
付
を
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
、
第
二
八
〇
条
第
一
項
の
要

件
の
も
と
で
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
後
段
省
略
）

　
　
　

第
二
八
六
条　

債
務
者
の
遅
滞

（
一
）
債
務
者
が
、
履
行
期
の
到
来
後
に
行
わ
れ
る
債
権
者
の
督
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
を
し
な
い
と
き
は
、
督
促
に
よ
り
遅
滞
に
陥
る
。
給

付
を
求
め
る
訴
訟
の
提
起
及
び
督
促
手
続
に
お
け
る
支
払
督
促
の
送
達
は
、
督
促
と
し
て
扱
う
。

（
二
）
次
の
と
き
は
、
督
促
を
要
し
な
い
。

一　

給
付
の
た
め
に
、
暦
に
よ
っ
て
時
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
。

二　

給
付
に
対
し
て
一
定
の
事
象
が
先
行
す
る
べ
き
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
給
付
の
た
め
に
適
切
な
時
間
が
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
時
間
が

当
該
事
象
か
ら
起
算
し
て
暦
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
と
き
。

三　

債
務
者
が
、
断
固
と
し
て
か
つ
終
局
的
に
給
付
を
拒
絶
す
る
と
き
。

四　

当
事
者
双
方
の
利
益
を
衡
量
し
て
、
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
遅
滞
の
即
時
の
発
生
が
正
当
と
さ
れ
る
と
き
。

　
　
　
（
三
項
省
略
）

（
四
）
債
務
者
は
、
給
付
が
、
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、
遅
滞
に
陥
ら
な
い
。

　
　
　

第
三
二
三
条　

給
付
の
不
履
行
又
は
給
付
が
契
約
に
適
合
し
な
い
こ
と
に
基
づ
く
解
除

（
一
）
双
務
契
約
に
お
い
て
債
務
者
が
、
履
行
期
に
あ
る
給
付
を
行
わ
ず
、
又
は
契
約
に
適
合
し
な
い
態
様
で
履
行
期
に
あ
る
給
付
を
行
う
場
合

に
お
い
て
、
債
権
者
が
債
務
者
に
給
付
又
は
追
完
の
た
め
に
相
当
な
期
間
を
定
め
た
が
、
こ
れ
が
徒
過
し
た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
期
間
の
定
め
を
要
し
な
い
。

一　

債
務
者
が
、
断
固
と
し
て
か
つ
終
局
的
に
給
付
を
拒
絶
す
る
と
き
。
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九

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

　
　
　
（
二
号
・
三
号
省
略
）

　
　
　
（
三
項
省
略
）

（
四
）
債
権
者
は
、
解
除
の
要
件
が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
は
、
給
付
の
履
行
期
到
来
の
前
に
お
い
て
も
、
解
除
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
五
）
債
務
者
が
給
付
の
一
部
を
行
っ
た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
給
付
の
一
部
に
利
益
を
有
し
な
い
と
き
の
み
、
債
権
者
は
、
契
約
の
全
部
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
が
契
約
に
適
合
し
な
い
態
様
で
給
付
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
義
務
違
反
が
軽
微
で
あ
る
と
き
は
、
債

権
者
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
10
）
義
務
違
反
概
念
お
よ
び
統
一
的
責
任
要
件
の
説
明
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
付
随
義
務
の
分
類
（
一
）」
九
七
頁
以
下
に
譲
る
。

（
11
）
な
お
、
保
護
義
務
違
反
の
際
の
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
二
条
に
お
い
て
、
履
行
不
能
（
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
事
由
）
の
際

の
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
は
同
二
八
三
条
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
二
八
一
条
と
は
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
福
田
清
明
・
前
掲
論
文
一
五
一

頁
以
下
参
照
。

（
12
）O

stendorf, N
JW

 2010, 2834; H
irsch, JuS 2014, 98f.; Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann （Gesam
thrsg.

）/Gsell

（H
rsg.

）, 
beck-online. GRO

SSK
O

M
M

EN
T

A
R zum

 Zivilrecht, 1. 2. 2020, §
280 Rn. 206, 210, 218; Looschelders, Schuldrecht 

A
llgem

einer T
eil

（17. A
ufl., 2019

）, 221. 
福
田
清
明
・
前
掲
論
文
一
五
五
頁
。

（
13
）Lorenz, JuS 2008, 204f.; Gsell, in: A

uer/Grigoleit/H
ager/H

erresthal/H
ey/K

oller/Langenbucher/N
euner/Petersen/Riehm

/
Singer （H

rsg.

）, FS für CLA
U

S-W
ILH

ELM
 CA

N
A

RIS zum
 80. Geburtstag （2017

）, 451f.. 

福
田
清
明
・
前
掲
論
文
一
五
二
頁
以
下
。

（
14
）O

stendorf, aaO
., 2833; Lorenz, in: H

äublein/U
tz 

（H
rsg.

）, Liber A
m

icorum
 für D

ET
LEF LEEN

EN
 zum

 70. Geburtstag 
am

 4. A
ugust 2012 （2012

） 147f..

（
15
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz 

（H
rsg.

）, aaO
., 147; Ernst, in: K

rüger 

（Redakteur

）, M
ünchener K

om
m

entar zum
 Bürgerlichen 

Gesetzbuch Bd. 2

（8. A
ufl., 2019

）, §
280 Rn. 5; Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell （H
rsg.

）, 
aaO

.,§
280 Rn. 201.

（
16
）Hirsch, aaO., 98; Benicke/Hellw

ig, in: Ekkenga 

（W
issenschaftliche Redaktion

）, Bürgerliches Gesetzbuch m
it Einführungsgesetz 

und N
ebengesetzen  （Soergel K

om
m

entar

） Bd. 3/2 Schuldrecht 1/2 §§
243

─304

（13. A
ufl., 2014

）,§
280 Rn. 273.
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（
17
）
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
時
期
連
動
基
準
〔ein zeitlich dynam

isches K
riterium

〕（Lorenz, in: H
au/Poseck 

（H
rsg.

）, Beck’sche O
nline-

K
om

m
entare BGB 

（54. Edition

）, 1. 5. 2020,§
280 Rn. 27

）
を
損
害
賠
償
種
類
の
分
類
基
準
と
す
る
見
解
を
、
本
稿
で
は
時
期
的
区
分
説

と
表
現
す
る
。
時
期
的
区
分
説
は
、
動
的
区
分
〔die dynam

ische A
bgrenzung

〕 （O
stendorf, aaO

., 2834

）、
時
期
に
依
存
す
る
観
察
方
法

〔zeitabhängige Betrachtung

〕（Riehm
, in: Gsell/K

rüger/Lorenz/Reym
ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell 

（H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 
207

）、
時
点
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
区
分
定
式
〔die zeitpunktbezogene A

bgrenzungsform
el

〕（Grigoleit/Bender, ZfPW
 2019, 27

）
な

ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
福
田
清
明
・
前
掲
論
文
一
五
四
頁
で
は
、「
時
間
的
区
分
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
18
）O

stendorf, aaO
., 2834.

（
19
）
福
田
清
明
・
前
掲
論
文
一
五
四
頁
以
下
。

（
20
）
損
害
現
象
論
の
基
本
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
。Grigoleit/Riehm

, A
cP 203 

（2003

）, 727ff.; Grigoleit/Bender, aaO
., 1ff.; Riehm

, in: 
Gsell/K

rüger/Lorenz/Reym
ann （Gesam

thrsg.

）/Gsell （H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 194ff..

（
21
）Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell 

（H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 221ff.

が
、
損
害
現
象
論
全
体
に
関
す

る
見
通
し
の
よ
い
要
約
を
与
え
る
。

（
22
）
す
な
わ
ち
、
時
期
的
区
分
説
は
、
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
る
損
害
項
目
に
つ
い
て
、
実
際
の
事
案
に
お
け
る
当
該
損
害
項
目
の
発
生
時
期
に

よ
っ
て
損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
を
決
め
る
立
場
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
損
害
現
象
論
は
、
実
際
の
事
案
に
お
け
る
発
生
時
期
と
は
関
係
な

く
、
問
題
と
な
る
損
害
項
目
の
内
容
（
例
え
ば
、
一
時
的
利
用
喪
失
損
害
か
代
替
取
引
費
用
か
な
ど
。）
を
考
慮
し
て
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
位

置
づ
け
を
考
え
て
い
く
立
場
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
を
、
個
別
の
損
害
項
目
ご
と
に
決
め
て
い
く
点
は
共
通
し
て
い
る
。

（
23
）
統
一
的
損
害
算
定
説
の
基
本
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
。Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga 

（W
issenschaftliche Redaktion

）, aaO
., 

§
280 Rn. 265ff.; Benicke/H

ellw
ig, ZIP 2015, 1106ff..

（
24
）
前
稿
に
お
い
て
、
早
期
代
替
取
引
費
用
以
外
の
損
害
項
目
も
含
め
て
、
各
損
害
項
目
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
の
解

釈
を
概
観
し
た
。

（
25
）
時
期
的
区
分
説
の
よ
り
詳
細
な
説
明
は
、
前
稿
参
照
。

（
26
）
な
お
、
損
害
項
目
発
生
時
と
比
較
さ
れ
る
基
準
の
時
点
に
つ
い
て
、
猶
予
期
間
経
過
時
と
す
る
見
解
も
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
時
期
的
区
分
説

の
中
で
も
、Gsell

説
は
独
自
の
立
場
を
と
り
、
損
害
項
目
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
に
お
け
る
給
付
の
市
場
価
格



三
一
一

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

の
額
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿
参
照
。Gsell

説
の
詳
細
は
、
本
稿
で
も
紹
介
す
る
。

（
27
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 152.

（
28
）Lorenz, in: H

au/Poseck （H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 27.

（
29
）Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann （Gesam
thrsg.

）/Gsell （H
rsg.

）, aaO
., §

280 Rn. 232.

（
30
）H

aberzettl, N
JW

 2007, 1328.

（
31
）Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch （H

rsg.

）, FS für U
lrich H

uber zum
 70 Geburtstag （2006

）, 253ff.; Lorenz, in: H
äublein/U

tz 

（H
rsg.

）, aaO
., 154ff.; Gsell, in: A

uer et al. 

（H
rsg.

）, aaO
., 459ff.; Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann 

（Gesam
thrsg.

）/
Gsell （H

rsg.

）, aaO
., §

280 Rn. 237.

（
32
）Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch 

（H
rsg.

）, aaO
., 254; Lorenz, in: H

äublein/U
tz 

（H
rsg.

）, aaO
., 158, 164.

な
お
、
こ
の
点
は
、
時

期
的
区
分
説
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
同
説
と
対
立
す
る
損
害
現
象
論
（Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann 

（Gesam
thrsg.

）/
Gsell （H

rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 209; Rn. 253.

）
で
も
異
論
は
な
い
。

（
33
）
も
っ
と
も
、
近
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
（BGH

Z 218, 1 

（2018. 2. 22

））
が
、
請
負
契
約
に
お
け
る
瑕
疵
あ
る
給
付
の
事
例
に
関
し
て
、
損
害
賠

償
請
求
に
お
け
る
抽
象
的
損
害
算
定
を
否
定
し
た
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
同
判
決
自
身
が
、
同
判
決
の
射
程
は
、
直
ち
に
は
売
買

契
約
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
判
決
の
事
案
は
、
瑕
疵
あ
る
給
付
の
事
例
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
想
定
し
て
い
る
、
履
行

期
が
経
過
し
て
も
全
く
履
行
が
行
わ
れ
な
い
と
き
に
代
替
取
引
が
行
わ
れ
る
事
案
で
は
な
い
。

（
34
）
早
期
代
替
取
引
が
不
能
を
も
た
ら
す
重
要
な
例
は
、
売
主
・
請
負
人
が
瑕
疵
あ
る
物
を
引
渡
し
た
（
瑕
疵
あ
る
給
付
を
し
た
）
場
合
に
お
い
て
、

債
権
者
（
買
主
・
注
文
者
）
が
、
追
完
の
た
め
の
猶
予
期
間
設
定
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
目
的
物
の
修
補
を
第
三
者
に
依
頼
す
る

契
約
を
行
い
、
そ
の
第
三
者
が
修
補
を
実
行
す
る
と
き
で
あ
る
（
そ
の
後
の
売
主
・
請
負
人
自
身
に
よ
る
修
補
は
不
可
能
に
な
る
。）。
こ
の
と
き
、

債
権
者
が
、
修
補
の
依
頼
の
た
め
に
生
じ
た
費
用
の
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
問
題
と
な
り
う
る
が
、
こ
れ
も
、
早
期
代
替
取
引
費
用

の
賠
償
対
象
性
の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
法
に
お
い
て
は
、
契
約
不
適
合
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
、
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
、

修
補
の
た
め
に
行
っ
た
代
替
取
引
の
費
用
分
の
賠
償
請
求
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
の
実
際
的
重
要
性
は
明
白
で
あ
る
（
言
う
ま
で

も
な
く
、
二
〇
一
七
年
民
法
改
正
に
よ
り
、
売
買
契
約
に
お
い
て
も
、
瑕
疵
あ
る
物
の
引
渡
は
、
契
約
不
適
合
と
い
う
債
務
不
履
行
に
該
当
す
る

こ
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
買
主
は
追
完
請
求
権
を
得
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」
と
い
う
重
要
テ
ー



三
一
二

マ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
早
期
代
替
取
引
が
不
能
を
も
た
ら
す
場
合
の
法
的
処
理
は
、
す
ぐ
れ
て
現
代
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。）。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
こ
の
場
合
の
債
権
者
は
、
単
に
猶
予
期
間
経
過
前
に
代
替
取
引
を
行
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
不
能
の
招
来
に
よ
り
、
債
務
者
が
そ

も
そ
も
給
付
（
履
行
）
な
い
し
弁
済
提
供
を
す
る
可
能
性
そ
の
も
の
を
、
一
方
的
に
完
全
に
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
を
修
補
の
た
め

の
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
検
討
す
る
際
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
理
論
的
応
対
が
求
め
ら
れ

る
課
題
で
あ
る
。Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch （H

rsg.

）, aaO
., 256ff.; Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 165ff..

（
35
）Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch （H

rsg.

）, aaO
., 254.

（
36
）Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch （H

rsg.

）, aaO
., 255f.. Faust

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
「
立
法
者
は
、
二
八
〇
条
か
ら
二
八
三
条
に
お
い
て
、
債
権
者
と
債
務
者
の
利
益
に
調
和
を
与
え
る
、
精
巧
な
規
定
総
体
〔Regelw

erk

〕
を
作

り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
法
者
は
、
そ
の
際
、
債
権
者
が
他
者
か
ら
の
調
達
を
許
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
の
根
拠
と
な
る
契
約
の
清
算
は
、
解
除
意
思
表
示
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
（
二
八
一
条
四
項
）
ま
た
は
不
能
の
発
生
（
二
八
三
条
）

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ
る
、
と
い
う
決
断
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
価
値
判
断
は
、
債
権
者
に
、
す
で
に
予
め
調
達
を
し
、
そ
の
取
引
の
結
果

を
、
自
ら
に
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
債
務
者
に
押
し
付
け
る
こ
と
を
許
す
こ
と
で
潜
脱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
債
権
者
は
、
…
…
場
合
に
よ
っ
て
は
経
済
的
に
不
当
な
代
替
取
引
を
す
る
こ
と
に
誘
引
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
の
費
用
に
お
い
て

投
機
を
す
る
こ
と
に
利
用
で
き
て
し
ま
う
代
替
取
引
を
す
る
こ
と
に
、
で
あ
る
。」

（
37
）Faust

は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
認
め
る
と
、
債
権
者
に
、
次
の
よ
う
な
投
機
的
行
動
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
不
当
と
評
す

る
（Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch 

（H
rsg.

）, aaO
., 255f..

）。
契
約
目
的
物
の
市
場
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
、
債
権
者
は
、
債
務

者
に
約
定
価
格
に
よ
る
代
金
支
払
と
引
換
に
履
行
を
求
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
契
約
で
固
定
さ
れ
た
代
金
だ
け
払
う
こ
と
で
、
現
在
は
市
場
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
契
約
目
的
物
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
価
格
が
下
落
し
て
い
る
市
場
の
と
き
は
、
債
権
者
は
、
履

行
を
求
め
る
こ
と
は
せ
ず
（
履
行
を
求
め
る
と
自
ら
に
損
に
な
る
か
ら
）、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
を
債
務
者
に
求
め
る
選
択
が
で
き
て
し

ま
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
で
き
る
と
す
る
と
、
債
権
者
は
、
少
な
く
と
も
早
期
代
替
取
引
費
用
分
の
賠
償
金
を
確
保
し
た
ま
ま
、

契
約
目
的
物
の
市
場
価
格
上
昇
に
よ
る
利
得
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
論
む
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
、
契
約
目
的
物
の
市
場
価
格
低
下
に
関
す

る
リ
ス
ク
は
負
わ
な
い
ま
ま
、
市
場
価
格
上
昇
に
よ
る
利
得
獲
得
だ
け
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
38
）Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch （H

rsg.

）, aaO
., 256. Faust

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。



三
一
三

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

　
　
　

法
技
術
的
に
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
否
定
は
、「
代
替
取
引
の
早
期
の
実
行
に
よ
る
債
権
者
の
原
因
寄
与
は
、
給
付
遅
延

に
あ
る
債
務
者
の
原
因
寄
与
を
凌
駕
し
、
そ
の
程
度
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
、
二
五
四
条
に
よ
っ
て
完
全
に
排
除
さ
れ
る
ほ
ど
に
強
い
と
い
う

こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
う
ま
く
も
た
ら
さ
れ
る
。」

（
39
）
共
働
過
失
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
五
四
条
）
と
は
、
日
本
法
に
お
け
る
過
失
相
殺
に
相
当
す
る
制
度
で
あ
る
。
小
林
友
則
「
損
害
軽
減
義
務
の
法
的
性
質

に
関
す
る
一
考
察
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
七
〇
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
六
三
頁
。

（
40
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 158; Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga （W

issenschaftliche Redaktion

）, aaO
.,§

280 Rn. 
369.

も
っ
と
も
、Faust

説
は
、
こ
の
問
題
点
を
正
確
に
認
識
し
て
お
り
（Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch 

（H
rsg.

）, aaO
., 247.

）、
そ
れ

で
も
あ
え
て
債
務
者
の
履
行
機
会
の
保
障
を
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
実
践
的
価
値
判
断
を
行
っ
て
（Faust

説
は
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
債

務
者
が
弁
済
提
供
を
行
っ
て
き
た
と
き
に
お
け
る
、債
権
者
の
受
領
拒
絶
権
を
明
確
に
否
定
す
る
。Faust, in: Baum

s/W
ertenbruch （H

rsg.

）, 
aaO

., 246f..

）、
猶
予
期
間
経
過
後
の
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
し
て
い
る
点
は
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
41
）O

stendorf, aaO
., 2835; Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 158; Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga （W

issenschaftliche Redaktion

）, 
aaO

.,§
280 Rn. 369.

（
42
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.
）, aaO

., 154f..

（
43
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 155.Lorenz

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
「
猶
予
期
間
設
定
と
い
う
構
想
の
基
本
的
思
想
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
尚
早
で
あ
る
段
階
で
、
自
身
の
給
付
利
益
を
、
債
務
者
の
費
用
に
よ
っ
て
充

足
す
る
権
利
は
、
債
権
者
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
も
の
に
、
ま
さ
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」

（
44
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 160f..

な
お
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
の
問
題
に
関
し
て
因
果
関
係
理
論
の
応
用
を

試
み
る
見
解
と
し
て
は
、H

aberzettl

説
が
、Lorenz

説
に
先
駆
け
て
い
る 

（H
aberzettl, aaO

., 1329ff..

）。Lorenz

説
もH

aberzettl

説
を

参
照
に
し
て
い
る
。

（
45
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 162.

（
46
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 161.

（
47
）Lorenz, in: H

äublein/U
tz （H

rsg.

）, aaO
., 161f..

こ
の
問
題
の
指
摘
は
、Faust
説
に
固
有
の
問
題
と
し
て
上
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
48
）Gsell

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., 461, 462f.



三
一
四

　
　
　
「
代
替
購
入
の
増
加
費
用
は
、
他
の
損
害
項
目
と
同
様
、
そ
の
費
用
が
、
課
せ
ら
れ
た
給
付
の
後
の
実
現
〔N

achholung

〕
に
よ
っ
て
な
お
填

補
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
、
填
補
さ
れ
え
た
か
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
あ
る
状
況
で
は
、
損
害
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
え
な
い
こ
と
す
ら
あ
り
、

こ
れ
に
反
し
、
他
の
状
況
で
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
に
、
ま
た
は
、
給
付
と
並
存
す
る
損
害
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
こ
と
も
あ
る
。」

　
　
　
「
給
付
請
求
権
が
消
滅
し
て
い
な
い
た
め
、
な
お
追
完
が
な
お
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
代
替
購
入
の
増
加
費
用
が
、
後
に
実
現
さ
れ
る
給
付
の

増
加
価
値
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
填
補
さ
れ
る
か
が
確
定
し
な
い
限
り
、
債
権
者
が
、
代
替
購
入
の
増
加
費
用
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
損
害
を
被
っ

た
か
は
、
不
確
定
な
の
で
あ
る
。」

（
49
）Gsell, in: A

uer et al. 

（H
rsg.

）, aaO
., 467. Gsell

に
よ
る
言
及
は
な
い
が
、
こ
の
と
き
、
市
場
価
格
を
基
準
と
す
る
賠
償
額
に
よ
っ
て
、
損

害
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
早
期
代
替
取
引
後
、
猶
予
期
間
経
過
が
あ
り
、
債
務
者
が
さ
ら
に
不
履
行
を
続
け
る
場
合
に
お
い
て
、

契
約
目
的
物
の
損
害
賠
償
請
求
時
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
債
権
者
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し

て
、
損
害
賠
償
請
求
時
の
市
場
価
格
を
基
準
に
算
定
す
る
賠
償
額
を
求
め
る
（
抽
象
的
損
害
算
定
）
こ
と
は
で
き
る
こ
と
に
は
、
ど
の
立
場
で
も

異
論
が
な
い
こ
と
は
、
上
述
し
た
。

（
50
）
こ
の
場
合
の
給
付
請
求
権
消
滅
は
、
給
付
が
行
わ
れ
な
い
場
合
（
解
除
・
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
に
よ
る
）
も
、
給
付
が
行
わ
れ
る

場
合
（
給
付
に
よ
る
債
務
（
給
付
義
務
）
の
消
滅
）
も
含
む
。

（
51
）Gsell

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。Gsell, in: A

uer et al.

（H
rsg.

）, aaO
., 470.

　
　
　

債
権
者
は
、
債
務
者
に
与
え
た
猶
予
期
間
の
経
過
前
に
、
代
替
取
引
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
拡
大
す
る
と
き
に
は
、
原
則
と
し
て
二

五
四
条
に
基
づ
く
損
害
軽
減
義
務
に
違
反
す
る
、「
と
い
う
の
は
、
猶
予
期
間
の
徒
過
前
に
は
、
債
権
者
は
、
猶
予
期
間
が
例
外
的
に
法
律
に
よ
っ

て
（
特
に
二
八
一
条
二
項
に
よ
っ
て
）
不
要
と
さ
れ
な
い
限
り
、
追
完
が
な
お
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
債
権
者
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
為
を
、
損
害
帰
責
の
枠
内
で
、
原
則
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

（
52
）Gsell, in: A

uer et al. 

（H
rsg.

）, aaO
., 472f.

早
期
代
替
取
引
が
遅
延
損
害
を
回
避
し
え
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
、
債
権
者
は
共
働
過
失
を
問

わ
れ
な
い
（
そ
の
範
囲
で
の
み
、
当
該
早
期
代
替
取
引
費
用
は
賠
償
対
象
性
を
有
す
る
）
と
い
う
主
張
は
、Gsell

説
だ
け
が
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
53
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、Gsell

は
、Lorenz

説
を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、Lorenz

説
で
は
、
債
権
者
が
猶
予
期
間
経
過
後
に
早
期
代
替
取
引

を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
債
務
者
が
履
行
を
し
た
と
き
で
も
、
債
権
者
は
、
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
請
求
が
で
き
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、

Lorenz

説
で
は
、
こ
の
場
合
の
早
期
代
替
取
引
費
用
は
、
遅
延
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
上
述
）。
し
か
し
、
そ
れ
を
認
め



三
一
五

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

る
と
二
重
填
補
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、Gsell

説
で
は
、
こ
の
場
合
、
早
期
代
替
取
引
費
用
は
、
遅
延
賠
償
請
求
に
該
当
せ
ず
、
か

つ
、
給
付
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
と
構
成
さ
れ
る
か
ら
、
損
害
不
発
生
を
理
由
に
、
同
費
用
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
不
成
立
と
な
り
、
二
重
填
補

は
生
じ
な
い
、
と
い
う
。Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., 465.

（
54
）Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., 471.

（
55
）
こ
こ
に
は
、
債
務
者
に
よ
る
給
付
の
提
供
は
あ
っ
た
も
の
の
、
債
権
者
が
受
領
拒
絶
を
し
た
場
合
も
含
ま
れ
る
。

（
56
）Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., 467.

（
57
）Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., 468f., 471.

（
58
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、Gsell

説
は
、
損
害
現
象
論
に
立
つRiehm

説
を
批
判
す
る
。Riehm

説
で
は
、
こ
の
場
合
（
後
に
給
付
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
給
付
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
）、
債
権
者
は
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
請
求
が

で
き
な
い
。Riehm

説
で
は
、
同
費
用
は
、
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（Riehm

, in: Gsell/K
rüger/

Lorenz/Reym
ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell 

（H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn.236, 256.

）。Gsell

説
は
、
こ
れ
を
過
小
填
補
で
あ
る
と
論
難
す
る
の

で
あ
る
。Riehm

説
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
給
付
受
領
を
拒

絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、
債
権
者
に
対
し
て
給
付
受
領
の
拒
絶
を
強
い
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
履
行
優
先
原
則
に
反
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、Gsell

説
で
は
、
後
に
給
付
が
あ
っ
て
も
、
債
権
者
は
、
遅
延
損
害
と
し
て
早
期
代
替
取
引
費
用
を
請
求
で
き

る
。Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., aaO

., 467ff..

（
59
）Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., 471.

（
60
）K

aiser, in: A
derhold/Grunew

ald/K
lingberg/Paefgen 

（H
rsg.

）, FS FÜ
R H

A
RM

 PET
ER W

EST
ERM

A
N

N
 ZU

M
 70. 

GEBU
RT

ST
A

G （2008

）, 356.

す
な
わ
ち
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
は
、「
債
務
者
が
確
定
的
に
給
付
を
も
は
や
行
わ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し

て
生
じ
る
損
害
」
を
填
補
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
た
め
に
基
準
と
な
る
計
算
時
点
は
、「
履
行
請
求
権
が
消
滅

す
る
時
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
損
害
賠
償
の
請
求
の
時
点
で
あ
る
（
二
八
一
条
四
項
）。」
と
述
べ
る
。

（
61
）K

aiser, in: A
derhold/Grunew

ald/K
lingberg/Paefgen （H

rsg.

）, aaO
., 352.

（
62
）
そ
し
て
、
そ
の
疑
問
こ
そ
、Faust

説
・Lorenz

説
が
格
闘
し
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

（
63
）K

aiser, in: A
derhold/Grunew

ald/K
lingberg/Paefgen 

（H
rsg.

）, aaO
., 357.K

aiser

は
、
冷
凍
庫
の
売
買
に
お
い
て
売
主
が
不
履
行
を
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六

し
て
い
る
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
買
主
が
契
約
上
の
給
付
請
求
権
を
維
持
す
る
と
き
は
、
買
主
も
契
約
に
誠
実
に

行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
買
主
が
代
替
購
入
を
行
え
る
の
は
、
す
な
わ
ち
、
代
替
の
冷
凍
庫
を
購
入
で
き
る
の
は
、
給
付
に
代

わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
で
あ
り
、
猶
予
期
間
の
経
過
に
伴
い
す
で
に
代
替
購
入
を
行
え
る
の
で
は
な
い
。
買
主
が
、
損
害

賠
償
の
請
求
よ
り
前
に
、
冷
凍
庫
を
購
入
す
る
と
き
は
、
買
主
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
費
用
の
賠
償
請
求
権
を
有
し
な
い
。」

（
64
）Ernst, in: K

rüger （Redakteur

）, aaO
.,§

280 Rn.70 f..Ernst

の
次
の
記
述
は
、
時
期
的
区
分
説
の
核
心
を
端
的
に
言
い
表
し
て
い
る
。

　
　
　
「
二
八
一
条
四
項
に
よ
っ
て
給
付
の
可
能
性
が
排
除
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
、
損
害
の
確
定
性
が
も
た
ら
さ
れ
、
こ
の
確
定
性
が
、
当
該
損
害
を
、

給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
性
格
づ
け
る
の
で
あ
る
。」

（
65
）Ernst, in: K

rüger （Redakteur

）, aaO
.,§

280 Rn. 73.

（
66
）Ernst, in: K

rüger 
（Redakteur

）, aaO
.,§

286 Rn. 127. Ernst

の
記
述
を
字
句
通
り
読
解
す
れ
ば
、
給
付
請
求
権
消
滅
時
よ
り
前
に
行
わ

れ
た
代
替
取
引
の
費
用
は
、
原
則
と
し
て
、
遅
延
賠
償
の
対
象
と
も
な
り
え
ず
、
そ
も
そ
も
賠
償
対
象
と
な
り
う
る
損
害
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
債
務
者
の
不
履
行
（
遅
滞
ま
た
は
不
完
全
履
行
）
を
原
因
と
し
て
代
替
取
引
費
用
が
生
じ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
そ
れ
が
遅
延
損
害
と
し
て
も
賠
償
対
象
と
な
り
え
な
い
の
か
は
、Ernst

の
記
述
の
記
述
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
（「
代
替
取
引
費
用
は
、
純

粋
な
不
履
行
損
害
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。）。

（
67
）Benicke/H

ellw
ig

は
、Ernst

・K
aiser

が
、
時
期
的
区
分
説
に
立
ち
な
が
ら
も
、
代
替
取
引
費
用
を
、
常
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位

置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
、
時
期
的
区
分
が
、
個
別
の
点
で
事
実
上
放
棄
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga 

（W
issenschaftliche Redaktion

）, aaO
.,§

280 Rn. 366.

（
68
）
時
期
的
区
分
説
の
諸
見
解
に
お
い
て
、
時
期
的
区
分
を
ど
の
範
囲
で
貫
徹
す
る
か
に
つ
い
て
一
致
が
な
く
、
そ
の
た
め
に
、
時
期
的
区
分
説
の
、

損
害
賠
償
種
類
上
の
分
類
に
明
晰
性
な
基
準
を
与
え
る
と
い
う
利
点
が
削
が
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
す
で
に
前
稿
で
も
行
っ
た
。

（
69
）Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga （W

issenschaftliche Redaktion
）, aaO

.,§
280 Rn. 316ff.; Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell （H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 210.

（
70
）
後
述
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
も
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
種
類
に
対
し
て
、
主
張
さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
請
求
が

給
付
と
並
存
す
る
か
否
か
を
決
す
る
役
割
を
求
め
た
。
時
期
的
区
分
説
は
、
少
な
く
と
も
、
同
判
決
に
お
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
求
め
た
役
割
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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一
七

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

（
71
）Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell 

（H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 208, 210. Riehm

は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

　
　
　

時
期
的
区
分
説
は
、「
損
害
項
目
の
発
生
の
時
点
と
、
損
害
項
目
の
賠
償
対
象
性
の
全
て
の
要
件
の
充
足
の
時
点
と
を
、
不
必
要
に
混
同
す
る

こ
と
を
基
礎
に
置
い
て
い
る
。」

（
72
）
こ
の
指
摘
の
含
意
は
、
次
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
条
文
・
法
制
度
の
適
用
対
象
が
、
要
件
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
の
は
、
不
適
当
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
条
文
・
法
制
度
の
適
用
対
象
は
、
そ
の
制
度
趣
旨
に
照
ら
し
当
該
規
範
の
適
用
を
受
け
る
べ
き
事
案
を
ど
の
よ
う
に
識
別
す
る
か
と
い
う

観
点
か
ら
、
要
件
と
は
別
に
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
定
義
を
満
た
す
具
体
的
適
用
対
象
に
対
し
、
法
律
効
果
を
与
え
る
べ
き

か
否
か
を
決
す
る
の
が
要
件
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
要
件
か
ら
適
用
対
象
自
体
を
定
義
す
る
こ
と
は
、
条
文
・
法
制
度
の
適
用
の
あ
り
方
に
反
す

る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
含
意
の
指
摘
で
あ
る
と
し
た
ら
、
方
法
論
上
の
批
判
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
73
）O

stendorf, aaO
., 2835; Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga （W

issenschaftliche Redaktion

）, aaO
.,§

280 Rn. 316. Benicke/H
ellw

ig

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

時
期
的
区
分
説
は
、「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
決
定
の
際
、
一
種
の
循
環
論
法
〔Zirkelschluss

〕
に
至
っ
て
い
る
。
猶
予
期
間
経
過
な
い

し
損
害
賠
償
の
請
求
ま
で
の
給
付
ま
た
は
追
完
に
よ
っ
て
回
避
可
能
な
損
害
が
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
賠
償
対
象
と
な
る
。
こ
の
損

害
は
、
定
義
上
、
給
付
ま
た
は
追
完
が
可
能
な
範
囲
で
最
も
遅
い
時
点
で
実
際
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
の
み
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
常
に
、
二
八
〇
条
一
項
・
三
項
、
二
八
一
条
ま
た
は
二
八
三
条
に
よ
る
賠
償
の
た
め
の
付
加
的
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
も
確
定
す

る
。」

　
　
　

た
し
か
に
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
れ
ば
二
八
一
条
の
適
用
対
象
で
は
あ
る
が
猶
予
期
間
設
定
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
の
で
賠
償
対
象
と
な
ら
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
存
在
し
え
な
く
な
る
こ
と
は
、
こ
の
指
摘
の
と
お
り
不
自
然
で
あ
る
し
、
本
文
で
も
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
条
文
の
適
用
対

象
の
定
義
の
基
準
と
要
件
充
足
の
基
準
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
通
常
の
条
文
適
用
で
は
許
さ
れ
な
い
か
、
少
な
く
と
も
異
例
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
循
環
論
法
と
ま
で
断
じ
る
の
は
厳
し
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
定
義
の
基
準
と
要
件
充
足
の
基
準
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

は
、
複
数
の
基
準
が
核
心
部
分
で
相
互
を
参
照
す
る
の
で
結
局
基
準
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
。

（
74
）Riehm

, in: Gsell/K
rüger/Lorenz/Reym

ann （Gesam
thrsg.

）/Gsell （H
rsg.

）, aaO
.,§

280 Rn. 208, 237.

（
75
）O

stendorf, aaO
., 2835f.; Grigoleit/Bender, aaO

., 33; Riehm
, in: Gsell/K

rüger/Lorenz/Reym
ann 

（Gesam
thrsg.

）/Gsell 

（H
rsg.

）, 
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aaO
.,§

280 Rn. 238.
　
　
　

O
stendorf

は
、
時
期
的
区
分
説
が
、
時
期
的
区
分
を
維
持
し
つ
つ
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
を
否
定
す
る
結
論
を
得
る
た
め
に
は
、

「
か
な
り
の
理
由
づ
け
労
力
な
い
し
理
論
的
な
非
一
貫
性
の
甘
受
」
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。

　
　
　

Riehm

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

時
期
的
区
分
説
の
よ
う
に
、「
代
替
取
引
費
用
の
損
害
賠
償
種
類
上
の
位
置
づ
け
に
、
個
別
事
情
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
価
値
判
断
問
題
を
盛
り

込
み
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
二
八
〇
条
以
下
に
、
不
必
要
な
複
雑
性
・
法
的
不
安
定
性
を
持
ち
込
む
こ
と
は
、
不
要
で
あ
る
。」

（
76
）Benicke/H

ellw
ig, in: Ekkenga 

（W
issenschaftliche Redaktion

）, aaO
.,§

280 Rn. 311, 319.

例
と
し
て
、
代
金
一
八
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
売
買
契
約
が
行
わ
れ
た
が
、
売
主
が
履
行
せ
ず
、
買
主
が
設
定
し
た
猶
予
期
間
も
徒
過
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が

解
除
・
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
き
に
、
そ
の
時
点
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
市
場
価
格
が
二
〇
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
だ
っ
た
、
し
か
し

実
は
、
猶
予
期
間
経
過
前
に
、
第
三
者
（
映
画
撮
影
の
た
め
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
必
要
と
す
る
映
画
監
督
）
か
ら
、
当
該
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を

二
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
転
売
し
て
く
れ
な
い
か
と
の
申
し
出
を
買
主
が
受
け
て
い
た
、
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。Benicke/H

ellw
ig

説
は
、
時
期
的
区
分
説
に
よ
る
と
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
買
主
は
、
遅
延
賠
償
金
と
し
て
七
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
転
売
利
益
）、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
と
し
て
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
損
害
賠
償
請
求
時
の
時
価
と
売
買
代
金
の
差
額
）
の
両
方
（
合
計
九
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
を
得
ら
れ
て
し
ま
う
と
指

摘
し
、
こ
れ
を
過
剰
填
補
と
し
て
批
判
す
る
。Benicke/H

ellw
ig

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

時
期
的
区
分
説
に
よ
れ
ば
、「
両
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
買
主
は
、
売
主
が
給
付
義
務
を
適
切
に
履
行
し
て
い

た
と
し
て
い
た
ら
得
て
い
た
は
ず
で
あ
る
地
位
よ
り
も
、
さ
ら
に
有
利
な
地
位
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。」

（
77
）Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., aaO

., 465.

ち
な
み
に
、Gsell

説
で
は
、
こ
の
場
合
、
代
替
取
引
費
用
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
給
付
の
実
現
に
よ
り
そ
も
そ
も
損
害
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
構
成
さ
れ
、
債
権
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
不
成
立

に
な
る
。Gsell, in: A

uer et al. （H
rsg.

）, aaO
., aaO

., 466.

（
78
）
な
お
、
判
決
時
の
原
告
は
、
Ｘ
の
管
財
人
で
あ
る
。

（
79
）
判
決
文
に
付
し
た
見
出
し
は
、
筆
者
が
便
宜
上
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
80
）
早
期
代
替
取
引
費
用
を
、
常
に
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
る
見
解
を
、
便
宜
上
、「
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。



三
一
九

損
害
賠
償
種
類
論
に
お
け
る
時
期
的
区
分
説
の
検
証
（
高
田
）

（
81
）H

ilbig-Lugani, N
JW

 2013, 2961.

本
判
決
の
直
接
の
判
示
事
項
と
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
給
付
（
履
行
）
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
早

期
代
替
取
引
費
用
の
支
払
を
求
め
る
損
害
賠
償
請
求
は
斥
け
ら
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
は
、
早
期
代
替
取
引
費
用
相
当
額
の
賠
償
金

と
給
付
そ
の
も
の
を
、
同
時
に
両
方
と
も
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
判
決
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
給
付
に
代
わ
る
損

害
賠
償
と
給
付
（
履
行
）
の
非
両
立
性
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
支
払
を
求
め
る
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
と
き
は
、
二
八
一
条

が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
原
則
と
し
て
猶
予
期
間
設
定
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
82
）Looschelders, JA

 2013, 866.

（
83
）Faust

説
・Lorenz

説
の
処
理
、
す
な
わ
ち
、
代
替
取
引
費
用
に
関
し
て
、
そ
の
発
生
時
と
給
付
請
求
権
消
滅
時
の
前
後
関
係
で
損
害
賠
償
種

類
を
決
し
、
給
付
請
求
権
消
滅
前
の
同
費
用
を
遅
延
損
害
賠
償
に
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
法
律
構
成
を
凝
ら
し
て
、
そ
の
賠
償
対
象
性
を
原
則
と
し

て
否
定
す
る
と
い
う
、
複
雑
な
処
理
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
採
用
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
84
）Ebenso, H

ilbig-Lugani, aaO
., 2961.

す
な
わ
ち
、
本
事
案
の
子
細
を
見
る
と
、
Ｘ
（
買
主
）
は
、
給
付
請
求
権
消
滅
前
に
代
替
取
引
を
行
っ

た
（
早
期
代
替
取
引
）
の
だ
か
ら
、Faust

説
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
の
共
働
過
失
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
請
求
は
斥

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、Lorenz

説
に
よ
れ
ば
、
本
事
案
に
お
い
て
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
は
肯
定
さ
れ
て
し

ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
（Lorenz

説
は
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
行
わ
れ
た
早
期
代
替
取
引
の
費
用
に
つ
い
て
は
賠
償
対
象
性
を
肯
定
す
る
と
こ

ろ
、
本
事
案
は
、
確
定
的
履
行
拒
絶
に
よ
る
猶
予
期
間
設
定
不
要
の
事
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。）。

（
85
）
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
遅
延
賠
償
請
求
権
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
て
も
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
請
求
は
、
同
請
求
権
と

し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
権
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
86
）
す
な
わ
ち
、
本
判
決
は
、
時
期
的
区
分
説
に
立
ち
な
が
ら
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
関
し
て
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
を
採
用
す
る

見
解
（K

aiser

説
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、
損
害
現
象
論
の
見
解
（Grigoleit/Riehm

説
）
も
引
用
し
、
さ
ら
に
他
の
見
解
に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
87
）H

ilbig-Lugani, aaO
., 2961.

（
88
）
同
判
決
は
、時
期
的
区
分
説
に
立
ち
な
が
ら
早
期
代
替
取
引
費
用
の
問
題
に
関
し
て
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
説
を
採
用
す
る
見
解
（K

aiser

説
・Ernst

説
（
上
述
））
も
、
同
判
決
が
支
持
す
る
「
通
説
」
側
の
見
解
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

（
89
）
と
く
に
、
猶
予
期
間
経
過
後
に
早
期
代
替
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
に
お
け
る
処
理
に
つ
い
て
、

Gsell

説
が
、
給
付
時
の
給
付
（
契
約
目
的
物
）
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
損
害
不
発
生
と
し
て
同
費
用



三
二
〇

の
賠
償
対
象
性
を
否
定
し
、
給
付
時
の
給
付
の
市
場
価
格
が
早
期
代
替
取
引
費
用
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
は
、
同
費
用
に
つ
い
て
、
遅
延
賠
償
と

し
て
の
賠
償
対
象
性
を
認
め
る
点
は
、
む
し
ろ
、
統
一
的
損
害
算
定
説
の
主
張
（Benicke/H

ellw
ig, ZIP 2015, 1111f..

）
と
符
合
す
る
。

（
90
）Ebenso, Grigoleit/Bender, aaO

., 27f.. Grigoleit/Bender

は
、時
期
的
区
分
説
は
時
期
的
区
分
を「
絶
対
化
し
て
い
る〔verabsolutieren

〕」

と
批
判
す
る
。

（
91
）
た
と
え
ば
、Lorenz

説
が
試
み
た
因
果
関
係
理
論
の
応
用
（
誘
発
事
例
）
は
、
同
説
自
身
が
論
じ
た
、
早
期
代
替
取
引
費
用
の
、
遅
延
賠
償

と
し
て
の
賠
償
対
象
性
の
原
則
的
否
定
・
例
外
的
肯
定
と
い
う
場
面
以
外
で
、
活
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
猶
予
期
間
設
定
要
件
の

充
足
後
に
行
わ
れ
た
代
替
取
引
の
場
合
は
、
同
説
・
判
例
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
件
判
決
）・
損
害
現
象
論
・
統
一
的
損
害
算
定
説
の
ど
の
立

場
で
も
、
代
替
取
引
費
用
の
賠
償
対
象
性
は
肯
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
代
替
取
引
は
、
債
権
者
の
意
思
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
、
債
務
者
に
帰
責
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
債
権
者

が
そ
の
意
思
で
行
っ
た
行
為
に
よ
る
費
用
で
も
、
相
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
債
務
者
に
帰
責
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
理
論
と
し
て
、Lorenz

説

が
応
用
し
た
因
果
関
係
理
論
（
誘
発
事
例
）
は
活
用
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
請
負
に
お
け
る
瑕
疵
あ
る
仕
事
給
付
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
、
追
完
の

た
め
の
猶
予
期
間
経
過
後
に
生
じ
る
代
替
取
引
費
用
に
つ
い
て
、
あ
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
（BGH

Z 218,1

（2018. 2. 22

））
は
、
請
負
人
へ
の
帰
責

を
正
当
化
す
る
際
、
誘
発
事
例
の
解
釈
論
を
援
用
し
て
い
る
。
同
判
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
「
注
文
者
が
瑕
疵
除
去
を
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
注
文
者
が
投
下
す
る
瑕
疵
除
去
費
用
で
あ
っ
て
、
注
文
者
が
、
合
理
的
な
評
価
を

行
っ
て
必
要
と
判
断
す
る
費
用
は
、
六
三
七
条
に
よ
っ
て
賠
償
さ
れ
う
る
だ
け
で
は
な
い
。
注
文
者
は
、
こ
の
と
き
、
注
文
者
に
よ
っ
て
投
下
さ

れ
た
瑕
疵
除
去
費
用
を
、
む
し
ろ
、
六
三
四
条
四
号
、
二
八
〇
条
・
二
八
一
条
に
よ
る
損
害
と
し
て
賠
償
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
い
う
の

は
、
注
文
者
に
は
、
費
用
の
額
で
、
瑕
疵
の
あ
る
仕
事
が
な
け
れ
ば
被
る
は
ず
が
な
か
っ
た
財
産
的
損
害
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
注
文
者

が
、
自
由
意
思
で
費
用
を
投
下
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
請
負
人
の
行
為
、
す
な
わ
ち
、
法
律
に
よ
っ
て
請
負
人
に
与
え

ら
れ
た
、
請
負
人
が
引
渡
し
た
瑕
疵
あ
る
仕
事
を
修
補
す
る
（
追
完
）
機
会
を
利
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
請
負
人
の
行
為
を
理
由
に
、
注
文
者
が

費
用
投
下
へ
い
ざ
な
わ
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

（
二
〇
二
〇
年
九
月
脱
稿
）

（
本
学
法
学
部
教
授
）


